
（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

1 1-(1)
6-(2)

子育て世代包
括支援セン
ター事業

地域保健課

市内４保健センター内に子
育て世代包括支援センター
を設置し、妊娠届出の受理
及び母子健康手帳等の交付
を行うとともに、助産師等
の専門職による面接を実施
し、妊産婦及び乳幼児に包
括的な支援を行うことによ
り、妊娠期から子育て期に
わたる切れ目のない支援を
実施します。

相談件数 4,369 件 － 件 5,017 件 2,934 件 15,461 14,198

４保健センター内において、妊
娠届出の受理及び母子手帳の交
付を行っている。窓口及び電話
にて妊娠期から子育て期におけ
る相談対応の充実に努める。

2.継続

2 1-(1) 不妊対策事業 地域保健課
不妊治療に要する費用の一
部を助成します。また、不
妊相談を実施します。

助成件数 522 件 － 件 878 件 168 件 141,997 38,142

申請により、不妊治療に要する
費用の一部を助成している。申
請時のきめ細かな相談を行って
いる。常時電話による相談や月
１回の専門医による相談の充実
に努める。

3.見直し
(検討)

3 1-(1)
6-(2)

妊産婦健康診
査

地域保健課

妊娠中の健康管理のため、
14 回の妊婦健康診査や超音
波検査、血液検査の費用を
助成するとともに産後うつ
等の予防のため産婦健康診
査費を助成します。また、
妊娠届出時に、妊産婦健康
診査の受診を勧奨します。

受診率 97.4 % 100 % 96.2 % 99.0 % 312,562 328,816

現在の公費負担回数を維持する
とともに、公費負担の対象検査
を拡大するなど健診内容充実に
努めていく。
令和２年度より分娩前妊婦の
PCR検査あり。

2.継続

4 1-(1)
6-(2)

助産施設入所
事業の実施

こども総合
支援セン
ター

経済的な理由等により助産
を受けられない妊産婦に対
し、助産施設での入院・出
産を支援します。

入所者数 11 人 － 8 人 5 人 3,356 7,555

経済的な理由等により助産を受
けられない妊産婦に対し、助産
施設での入院・出産を支援しま
す。

2.継続

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２
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（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

5 1-(1)

妊産婦・母
性・女性の健
康支援

地域保健課

安全で快適な「いいお産」
の普及や生涯を通じた女性
の健康づくりを支援するた
めに、妊娠中や産後の健康
管理、思春期の心と身体の
変化、更年期障害等、女性
の健康に関する相談を各保
健センターで実施します。

相談者数 5,680 人 － 人 1,447 人 702 人 0 0

保健センターの総合相談窓口や
健康相談等において女性の健康
に関する相談を実施している。
また、妊娠届の受付時等に保健
師・助産師等が全員に面接を行
い、健康相談を実施している。
引き続き、妊娠初期からの支援
体制の充実に努める。

2.継続

実施件数
（ショート
ステイ）

11 件 － 件 11 件 12 件 785 1,154

実施件数
（ディサー
ビス型）R4
年度から

件 件 件 18 件 760

実施件数
（訪問）

222 件 － 件 180 件 103 件 392 560

こんにち
は赤ちゃ
ん事業訪
問率

70.3 % 80.0 % 55 % 62.4 %

新生児訪
問数

654 件 － 件 528 件 271 件

6 1-(1)
6-(2) 産後ケア事業 地域保健課

家族等から産後の支援が得
られない退院直後の母子に
対し、産婦人科医療機関等
にてショートステイの実施
や産婦健診結果で支援が必
要と思われる産婦に対し、
助産師、保健師が訪問支援
を行い、産後の身体的、精
神的ケアや育児に関する保
健指導を実施し、子供を産
み育てやすい体制を整えま
す。

・令和4年度から宿泊型以外にデ
イサービス型を開始し、対象者
を産後1年未満までに拡大。（デ
イの対象も同様）

・訪問については、産婦健診に
より把握した訪問が必要な産婦
に対して実施。引き続き実施し
ていく。

1.充実

地域保健課

助産師等の訪問員が、乳児
がいる家庭を訪問し、育児
や産後の生活などの相談に
応じるとともに、子育て支
援に関する必要な情報提供
を行います。また、希望者
に対し、助産師による新生
児訪問指導を行います。

こんにちは赤ちゃん事業は4か月
までの乳児のいる家庭を訪問員
が訪問。新型コロナの影響もあ
り、訪問を辞退する家庭もある
が、訪問のニーズがない家庭や
拒否の家庭には、電話連絡によ
り状況確認を行っている。（令
和3年度訪問の訪問実績は55％
だが、電話で状況確認できた家
庭を含めると、把握率は
92.5％）

2.継続9,549 10,4447 1-(1)
6-(2)

こんにちは赤
ちゃん事業・
新生児訪問指
導



（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

8 1-(1)
妊婦教室（赤
ちゃん広場）

地域保健課

出産を迎える夫婦に対し、
妊娠、出産、育児に関する
正しい知識の普及と保護者
としての意識の醸成を図る
とともに、妊娠中からの仲
間づくりを推進し、出産後
の子育て自主サークルづく
りを支援します。また、先
輩ママの体験談を聞き実際
に赤ちゃんとふれあう場を
提供する中で、前向きに出
産・育児に臨めるよう支援
するとともに、不安の軽減
に努めます。

妊婦教室
実施回数

48 回 48 回 0 回 7 回 0 95

新型コロナウイルス感染症の影
響によりR2年度より中止してい
たが、R4年度は同感染症の状況
を勘案しながら実施を再開して
いる。
本事業において、前向きに出
産・育児に臨めるよう、引き続
き支援を行う。

2.継続

9 1-(1)

妊婦禁煙・禁
酒の啓発・指
導等

地域保健課

母子健康手帳交付時に禁煙
の必要性が記載されている
チラシを配布するととも
に、妊婦教室時に禁煙・禁
酒指導を実施します。

啓発回数 24 回 24 回 0 回 7 回 0 0

新型コロナウイルス感染症の影
響によりR2年度から中止してい
たが、R4年度は同感染症の状況
を勘案しながら事業再開してい
る。本事業においてチラシを配
布し、引き続き、禁煙・禁酒の
啓発・指導を行う。

2.継続

10 1-(1)

マタニティ
クッキング教
室

地域保健課

妊婦（配偶者）を対象に、
妊娠中の食生活の重要性を
普及・啓発するとともに、
生活習慣病を予防する食生
活について学ぶ料理教室を
各保健センターで実施しま
す。

実施回数 4 回 4 回 0 回 1 回 0 10

新型コロナウイルス感染症の影
響でR2年度から中止していた
が、R4年度は同感染症の状況を
勘案しながら実施再開してい
る。
本事業を通し、引き続き、妊娠
中の食生活の重要性の普及・啓
発を行う。

2.継続

3
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（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

11 1-(1)
6-(2) 育児支援事業 地域保健課

乳幼児を持つ保護者を対象
に、育児について学ぶ場を
つくり、情報提供などによ
り、育児不安の軽減を図る
とともに、地域の仲間づく
りの機会を創出します。子
育てに関する不安や悩みを
抱えている保護者に対し、
相談を通じて子育ての支援
を行います。

実施回数 127 回 150 回 12 回 18 回 46 128

新型コロナウイルス感染症の影
響で中止していたが、R4年度か
らは同感染症拡大状況を勘案し
ながら保健センターにおいて実
施再開している。
子育て支援センターや地域から
の依頼による育児支援は継続実
施している。

2.継続

12 1-(1)
乳幼児健康診
査事業

地域保健課

４か月児、10 か月児、１歳
６か月児、３歳児に対する
健康診査を各保健センター
で実施し、疾病や障害の早
期発見及び乳幼児の心身の
健全な発育・発達を促すと
ともに、保護者の育児不安
の軽減を図ります。

受診率 96.9 % 100 % 97.6 % 98.7 % 14,389 14,059

新型コロナウイルス感染症の影
響で、R2年度以降実施体制が変
動していたが、R4年度は、保健
センターにおいてすべての乳幼
児健診を集団で実施している。
引き続き乳幼児の健全な発育発
達を促すとともに、保護者の育
児不安の軽減を図る。

2.継続

13 1-(1)
6-(2)

妊産婦・乳幼
児の訪問指導

地域保健課

母子の健やかな心身の育成
のため、必要に応じて妊産
婦や乳幼児が生活している
場に出向き、相談及び助言
を行います。

延べ訪問
件数

1,718 件 － 件 1,647 件 716 件 0 0
個別での支援が必要な妊産婦や
乳幼児に対して、引き続き訪問
指導を行う。

2.継続



（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

地域保健課
実訪問世
帯数

440
世
帯

－
世
帯

463
世
帯

294
世
帯

0 0

養育支援が必要な家庭に保健師
が訪問等を実施。多問題を抱え
る支援困難ケースも増加してお
り、他機関と連携しながら支援
を継続していく。

3.見直し
(検討)

こども総合
支援セン
ター

実訪問世
帯数

673
世
帯

－
世
帯

944
世
帯

676
世
帯

730 1,822

乳児家庭全戸訪問事業等におい
て、養育支援が必要と判断され
た家庭に対し、関係機関と連携
を図りながら、育児不安の軽減
及び児童虐待発生予防のために
家庭訪問等による支援を行いま
す。また、保護者の病気や障害
などにより養育が困難な家庭に
対し、子育てをサポートするヘ
ルパーを派遣します。

2.継続

15 1-(1) 予防接種 保健対策課

百日咳、ジフテリア、破傷
風、急性灰白髄炎、結核、
麻しん、風しん、水痘、日
本脳炎、ヒブ、小児用肺炎
球菌、Ｂ型肝炎等の発生及
びまん延を防止するため、
主に乳幼児を対象として定
期予防接種を実施します。

予防接種
率

99.7 % 100 % 93.4 % 50.7 % 1,056,640 1,335,160

対象者や医療機関に対し、予防
接種の啓発、周知を実施し、接
種率は半年で50.7％と順調に接
種が進んでいる。昨年度日本脳
炎は、ワクチンの供給不足が原
因で接種率が下がったが、半年
で60.6％の接種率となってお
り、順調に接種が進んでいる。
今後も未接種者に対する勧奨
と、啓発や広報を実施してい
く。

2.継続

14
1-(1)
4-(4)
6-(2)

養育支援訪問
事業の充実

乳児家庭全戸訪問事業等に
おいて、養育支援が必要と
判断された家庭に対し、関
係機関と連携を図りなが
ら、育児不安の軽減及び児
童虐待発生予防のために家
庭訪問等による支援を行い
ます。また、保護者の病気
や障害などにより養育が困
難な家庭に対し、子育てを
サポートするヘルパーを派
遣します。

5



6

（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

16 1-(1)

乳幼児歯科健
診及びむし歯
予防の充実

地域保健課

１歳６か月児健診及び３歳
児健診において、歯科衛生
士による集団及び個別ブ
ラッシング指導や歯科相談
を実施し、むし歯予防に努
めます。また、２歳６か月
児を対象に、歯科健診とと
もに歯磨き習慣の形成や良
い食習慣についての集団指
導を各保健センターで実施
します。

むし歯の
ない幼児
（３歳
児）の割
合

82.3 % 85 % 86.7 % 88.8 % 1,930 1,930
目標値を達成している。
より丁寧な歯科指導・相談の充
実に努める。

2.継続

発達相談
件数

3,686 件 － 件 3,897 件 2,154 件

親子教室
実施回数

79 回 80 回 35 回 0 回

18 1-(1) 離乳食講習会 地域保健課

妊産婦や乳児を持つ家庭を
対象に、離乳食に関する必
要な知識の普及により、子
供の発育・発達を促すとと
もに、育児不安の軽減を図
るための離乳食講習会を各
保健センターで実施しま
す。

離乳食講
習会開催
回数

16 回 16 回 0 回 5 回 0 138

新型コロナウイルス感染症の影
響でR2年度から中止となってい
たが、R4年度から同感染症拡大
状況等を勘案しながら実施再開
している。
本事業を通し、子どもの発育発
達を促し、育児不安軽減に努め
る。

2.継続

17 1-(1)
乳幼児発達支
援の充実

地域保健課

心理面・行動面の発達に気
がかりな乳幼児とその保護
者に対し、適切な指導を行
うことにより子供の発育・
発達を促し、良好な親子関
係の構築と育児不安の軽減
を図るため、個別の発達相
談を実施するとともに親子
遊びを通じた集団指導を各
保健センターで実施しま
す。

1歳6か月児健診、3歳児健診時
に、必要に応じて発達相談員に
よる面接を実施。また、健診以
外にも個別発達相談日を開設
し、乳幼児の発達相談を実施。
親子遊びを通じた集団指導は、
新型コロナウイルス感染状況を
踏まえながら実施している。

2.継続8,099 7,738



（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

19 1-(1)

乳幼児の事故
防止に向けた
取組の充実

地域保健課

保健指導やパンフレットの
配布を通して、乳幼児に
とっての家庭内での危険な
場所やもの（潜在的なもの
も含む）などについての理
解を深め、事故予防の啓発
を推進します。また、乳幼
児の家庭内における事故予
防及び心肺蘇生法等に関す
る正しい知識・技術の普
及・啓発に努めます。

参加者数 10,637 人 － 人 9,924 人 5,500 人 0 0

乳幼児健康診査や健康教育、家
庭訪問等の様々な機会を通し
て、発達段階に応じた事故予防
の啓発を引き続き行う。

2.継続

20 1-(1)
学校定期健康
診断事業

保健給食管
理課

小・中学校等においては、
保健調査や健康観察等から
児童生徒の健康状態を把握
し、健康診断を実施してそ
の結果に基づき治療勧告を
するとともに、健康相談等
を活用し、健康の保持・増
進に努めます。

実施率 100 % 100 % 100 % 100 % 92,934 99,877

【実施状況】
小・中学校等においては、保健調査
や健康観察等から児童生徒の健康状
態を把握し、健康診断を実施してそ
の結果に基づき治療勧告をするとと
もに、健康相談等を活用し健康の保
持・増進に努めている。

【課題】
定期健康診断で疾病の異常がありと
診断され、治療を勧告しているが、
稀に受診しない家庭がある。

【今後の方針】
引き続き健康診断を実施し、児童生
徒の健康の保持増進に努める。

2.継続

7



8

（１）母子の健やかな心と身体の育成支援の充実　P.４７～P.５１　施策番号１～２１

 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

地域保健課 7,720 10,974

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

0 0

保育こども
園課 0 0

21 1-(1)
5歳児相談事
業

市内の幼稚園・保育所・認
定こども園等に通う年長児
を対象に、各園を巡回訪問
して子供の行動観察を行
い、必要に応じて個別の発
達相談を実施し、発達障害
の早期発見と円滑に就学に
つなげることを目指しま
す。

個別相談
件数

157 件 －

発達相談員が、市内の全幼稚
園、保育所（園）、認定こども
園を訪問し、支援が必要と判断
した幼児については、入学予定
の小学校と情報共有し、小学校
への就学に役立てている。

2.継続件 164 件件 159



（２）食育の推進　P.５１　施策番号２２～２４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

栄養相
談・栄養
指導者数

11,547 人 － 人 1,341 人 969 人

乳幼児健
診での情
報提供実
施回数

323 回 324 回 324 回 224 回

両親教
室・妊婦
教室実施
回数

27 回 27 回 0 回 0 回

給食委員
会開催回
数

6 回 6 回 5 回 5 回

研究委員
会開催回
数

13 回 13 回 10 回 7 回

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

22 1-(2)
6-(2)

妊産婦、乳幼
児の食育の推
進

地域保健課

栄養士による相談・指導
を、乳幼児健康診査事業、
離乳食講習会、育児支援事
業、妊婦教室等において行
うことで、家庭での食事を
通じた健康づくりの支援を
行います。また、それらの
機会に望ましい食生活に関
する資料・情報の提供を行
います。

2.継続

23 1-
(2）

認定こども園
及び保育所に
おける食育の
推進

保育こども
園課

子供の健やかな心身の発達
を促すため、給食委員会を
開催し、発達段階に応じた
食事内容への配慮と栄養管
理（衛生管理を含む）され
た給食の充実を図ります。
また、研究委員会を開催
し、給食・行事・日常の保
育を通して、食べる力を豊
かに育む食育の推進に努め
ます。

0

0 0

新型コロナウイルス感染症の影
響でR2年度から中止していた事
業もあるが、R4年度からは同感
染症の状況を勘案しながら再開
している。乳幼児健康診査等の
機会を通して、食生活に関する
情報の提供を引き続き行う。

0

年齢に応じた献立の作成、季節
の食材・和歌山の商材を取り入
れた献立や行事会など、給食委
員会を開催し給食の充実を図
る。

2.継続

9



10

（２）食育の推進　P.５１　施策番号２２～２４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

保健給食管
理課

学校教育課

24 1-(2)
6-(1)

学校における
食育の推進

学校教育活動全体を通し
て、学校における食育の推
進を図り、食に関わる資
質・能力の育成を目指しま
す。また、食事環境の整
備、献立内容の充実、給食
指導の推進、家庭との連携
の強化等、学校給食のより
一層の充実を図るなど、学
校における食育を推進しま
す。

行事食や
地産地消
の日の給
食の提供
回数

回26 回 26 回 26 回 13

【実施状況】
食事環境の整備、献立内容の充
実、給食指導の推進、家庭との
連携の強化等、学校給食のより
一層の充実を図るなど、学校に
おける食育を推進している。

【課題】学校給食を通じて食育
の一つの手段として地産地消を
推進しているが、「地産地消の
日」の市内産農産物の品目が少
なく、献立に取り入れにくい。
また、予定していた農産物が手
に入らない場合もある。

【今後の取組方針】
今後も継続して食育を推進して
いく。

2.継続23 23



（３）周産期・小児医療体制等の充実　P.５２　施策番号２５～２６

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

25 1-(3)
小児救急医療
体制の充実

総務企画課

夜間や休日においても市民
が安心して適切な医療サー
ビスが受けられるよう、小
児救急医療体制の充実に努
めます。また、市内の小児
医療に関する情報を市民に
提供します。

市内の小
児救急に
対する満
足度

75 % 90 % 79.7 % 77.5 % 96,388 89,438

【実施状況】
和歌山市夜間・休日応急診療セ
ンターにおける市民サービスの
向上に寄与し、市報、ラジオ、
ホームページを活用し情報提供
を行った。
【課題】
感染症の流行状況によって、受
診患者数が増減するため、小児
救急医療体制を柔軟にする必要
がある。
【今後の取組方針】
和歌山市夜間・休日応急診療セ
ンターとの連携を継続し、医療
体制の確保に努める。

2.継続

26 1-(3)
周産期ネット
ワーク事業

総務企画課

周産期に関連する医療機関
と保健所・保健センター・
各市町村・県・地域の関係
機関とのネットワーク会議
を開催し、連携の強化を図
ります。

周産期医
療ネット
ワーク
協議会加
入率

100 % 100 % 100 % 100 % 19,187 18,452

【実施状況】
周産期医療ネットワーク協議会
を開催し、安定的な周産期医療
体制の確保について協議を行っ
た。
【課題】
分娩取扱い医療機関数が減少す
る中、安心・安全な周産期医療
体制の確保について、広域的に
検討していく必要がある。
【方針】
限られた医療資源を効率的に活
用し、関係機関が緊密な連携を
図り、今後も継続して周産期医
療体制の確保に努めていく。

2.継続

1　子供の健やかな成長を支える母子保健事業の充実　P.４７～P.５２

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

11



12

（１）子育ての不安感や負担感をやわらげる支援　P.５３～P.５４　施策番号２７～３４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

27 2-(1)
6-(3)

短期入所生活
援助事業
（ショートス
テイ）の充実

こども総合
支援セン
ター

保護者が病気、出産、介護
などで一時的に養育が困難
になったとき、子供を児童
福祉施設等で一時的に預か
り、生活を援助するショー
トステイ事業を実施しま
す。

2 226 人 300 人 175 人 71 人 2,637 3,646

保護者が病気、出産、介護など
で一時的に養育が困難になった
とき、子供を児童福祉施設等で
一時的に預かり、生活を援助す
るショートステイ事業を実施し
ます。

2.継続

28
2-(1)
5-(1)
6-(2)

子ども家庭総
合支援拠点の
設置

こども総合
支援セン
ター

こども総合支援センター内
に設置し、地域の子供とそ
の家庭を対象に、より専門
的な相談対応や訪問等によ
るソーシャルワークを行い
ます。寄り添い型の支援
で、虐待対応のみでなく、
様々な相談に応じ、身近な
相談が気軽にできる相談体
制を構築します。また、虐
待の未然防止や早期対応に
努めます。

相談件数 - 件 － 件 10,783 件 5,792 件 7,694 14,752

地域の子供とその家庭を対象
に、より専門的な相談対応や訪
問等によるソーシャルワークを
行います。寄り添い型の支援
で、虐待対応のみでなく、様々
な相談に応じ、身近な相談が気
軽にできる相談体制を構築し、
虐待の未然防止や早期対応に努
めます。

2.継続

29 2-(1)
一時預かり事
業の充実

保育こども
園課

保護者が病気にかかったと
きやリフレッシュしたいと
きなど、一時的に子供を預
かる体制や一時預かり事業
（幼稚園型）を充実しま
す。

実施箇所
数

25
か
所

31
か
所

35
か
所

35
か
所

56,165 71,795
多様なニーズに対応できるよ
う、引き続き、一時預かり事業
の充実に努める。

2.継続

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)



（１）子育ての不安感や負担感をやわらげる支援　P.５３～P.５４　施策番号２７～３４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

箇所数 1
か
所

1
か
所

1
か
所

1
か
所

会員数 1,569 人 1,650 人 1,469 人 1,454 人

31 2-(1)
2-(3)

地域子育て支
援拠点事業

子育て支援
課

主に未就園児とその保護者
を対象に、子供や親同士の
交流の場を提供し、育児相
談や子育て支援に関する情
報提供等を行うことで、子
育て中の当事者の支え合い
による地域の子育て力向上
を目指します。
地域の子育て支援を実施す
る認定こども園の増加等に
よる地域の子育て支援の充
実を鑑み、必要数の設置に
より地域と親子をつなぐ拠
点として運営していきま
す。

実施箇所数 13
か
所

10
か
所

10
か
所

10
か
所

79,471 78,078

前年から引き続きコロナウイル
ス感染症拡大防止の対策を図り
ながら交流の場の提供、イベン
ト・講座等を実施している。
今後も未就園児とその保護者の
子育てを支援するために継続し
て実施していく。

2.継続

32 2-(1)
三世代同居・
近居促進事業

子育て支援
課

三世代で新たに同居又は近
居するための住宅を取得す
る場合や同居するための住
宅をリフォームする場合
に、費用の一部を助成しま
す。

助成件数 42 件 50 件 16 件 9 件 3,200 4,000

申請件数は例年並みだが、三世
代での同居・近居により今後も
子育て環境をより充実させるた
めには財源の確保が課題とな
る。

2.継続

30 2-(1)
2-(3)

ファミリー・
サポート・セ
ンター事業

子育て支援
課

保護者の病気、リフレッ
シュや学校行事等への参加
の際の子供の一時預かり
や、病児・宿泊サポートを
するファミリー・サポー
ト・センターの会員の拡充
に努めます。

様々な広報媒体（市報わかや
ま、和歌山市LINE公式アカウン
ト、会報誌等）により、ファミ
リー・サポート・センター事業
を周知し、会員の拡充に努め、
保護者の病気、リフレッシュや
学校行事等への参加の際の子供
の一時預かり及び保育施設等へ
の送迎や、病児・宿泊サポート
を実施していきます。

2.継続8,679 8,818

13



14

（１）子育ての不安感や負担感をやわらげる支援　P.５３～P.５４　施策番号２７～３４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

33 2-(1)

しあわせたく
３未来
ギフト事業

子育て支援
課

子の出産によって、３人以
上の父又は母となった方に
対し、出産祝い品を贈呈
し、出産を奨励します。

申請件数 348 件 400 件 351 件 179 件 3,580 3,795

出生数の減少にともない申請数
もやや減少傾向にあるが、本事
業の目的である「出産への奨
励」や「子どもの増加を図り、
地域社会の活性化に寄与するこ
と」という趣旨を踏まえ、今後
も継続して行っていく必要があ
る。

2.継続

子育て支援
課

こども総合
支援セン
ター

34 2-(1)
2-(3)

和歌山信愛女
子短期大学と
の連携による
地（知）の拠

点事業

当該大学設置の施設である
「木のおうち」での親子の
交流の場の提供や子育て広
場の開催等を連携して実施
します。

利用者数 5,715 人 6,000 人 1,093 人 982 人 2.継続71 180

当該大学設置の施設である「木
のおうち」での親子の交流の場
の提供や子育て広場の開催等を
連携して実施します。



（２）子育て中の保護者の孤立防止と仲間づくりの推進　P.５５　施策番号３５～３６

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

35 2-(2)

子供や親子の
交流の場づく
り事業

生涯学習
課

コミュニティセンターや公
民館等の施設を子供や親子
の交流の場所として活用を
図り、居場所づくりに努め
ます。

2 180 回 200 回 152 回 149 回 94 180

新型コロナウイルスの感染状況
により開催することが困難と
なった事業、また延期となった
事業があります。今後も引き続
き感染状況を注視し、感染防止
対策を講じながら実施していき
ます。

2.継続

36 2-(2)

認定こども園
及び保育所の
園庭開放

保育こど
も園課

園庭を開放し、認定こども
園及び保育所の子供と地域
の子供がふれあいながら遊
び、交流を図るとともに、
集団で遊ぶことの楽しさや
親子でふれあう機会を提供
します。

園庭開放
実施箇所
数

53
・

公立
17

か
所

61
か
所

54
か
所

54
か
所

0 0

今後も親子でゆったり遊べる環
境づくりをし、在園の子どもと
の交流の場を提供していきま
す。

2.継続

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

15



16

（３）地域における子育て支援　P.５５～P.５６　施策番号３７～４０（再掲３０、３１、３４）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額（千

円）

令和４年度
予算額（千

円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

37 2-(3)
6-(1)

地域とともに
ある学校づく
り

学校教育課

各学校がコミュニティ・ス
クールを通して家庭や地域
社会と連携・協働しながら
子供たちの成長を支え「地
域とともにある学校づく
り」を進めます。また、学
校運営に地域の声を積極的
に生かし、地域と一体と
なって特色ある学校づくり
を進めていきます。

学校開放
月間中の
来校者数

46,088 人 55,000 人 21,304 人 26,884 人 529 347

　令和４年度も、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対策のた
め、学校開放は規模を縮小して
行った。今後も各学校がコミュ
ニティ・スクールを通して家庭
や地域社会と連携・協働しなが
ら子供たちの成長を支える「地
域とともにある学校づくり」に
努める。また、学校運営に地域
の声を積極的に生かし、地域と
一体となって特色ある学校づく
りに努める。

2.継続

38 2-(3)
保育所等地域
活動事業

保育こども
園課

保育所を卒園した児童や地
域の高齢者と認定こども園
及び保育所の子供たちが行
事やレクリエーションを通
して、世代間・異年齢児に
よる交流を図ります。

実施箇所
数

62
・

公立
18

か
所

61
か
所

61
か
所

61
か
所

0 0
今後も地域の未就園児や卒園
児、高齢者と行事を通して交流
を図っていきます。

2.継続

39 2-(3)

市立幼稚園
「未就園児の
つどい」の開
催

学校教育課

幼稚園が家庭や地域社会と
の連携を深め、幼稚園の機
能や施設を開放し、未就園
児の保育活動など地域にお
ける子育て支援活動の推進
を図ります。

参加者人
数

1,783 人 1,800 人 380 人 391 人 0 0

　新型コロナウイルス感染症の
拡大状況を鑑みながら、「通常
通り」「園見学・就園前の相談
のみ」「中止」を判断して行っ
ている。月１回以上実施するこ
とができているため、引き続
き、可能な範囲で開催してい
く。

2.継続

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)



（３）地域における子育て支援　P.５５～P.５６　施策番号３７～４０（再掲３０、３１、３４）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額（千

円）

令和４年度
予算額（千

円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

40 2-(3) 児童館の運営
子育て支援
課

子供に健全な遊びを提供
し、健全な人間関係の育成
に努め、健康の増進や情報
を豊かにすることを推進し
ます。

延べ利用
児童数

62,370 人 70,000 人 50,702 人 32,425 人 154,758 141,726

新型コロナウイルス感染症の影
響のため、利用者数が増えづら
い状況が続いているが、自宅に
インターネット環境のない児童
が児童館の児童用パソコンでイ
ンターネットを通しての授業を
受けたり、学校がないと居場所
がなくなる児童を受け入れたり
している例があるなど、児童の
生活を支える場にもなっている
ため、今後も継続して行う必要
がある。

2.継続

箇所数 1
か
所

1
か
所

1
か
所

1
か
所

会員数 1,569 人 1,650 人 1,469 人 1,454 人

30 2-(1)
2-(3)

ファミリー・
サポート・セ
ンター事業
（再掲）

子育て支援
課

保護者の病気、リフレッ
シュや学校行事等への参加
の際の子供の一時預かり
や、病児・宿泊サポートを
するファミリー・サポー
ト・センターの会員の拡充
に努めます。

様々な広報媒体（市報わかや
ま、和歌山市LINE公式アカウン
ト、会報誌等）により、ファミ
リー・サポート・センター事業
を周知し、会員の拡充に努め、
保護者の病気、リフレッシュや
学校行事等への参加の際の子供
の一時預かり及び保育施設等へ
の送迎や、病児・宿泊サポート
を実施していきます。

2.継続8,679 8,818

17
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（３）地域における子育て支援　P.５５～P.５６　施策番号３７～４０（再掲３０、３１、３４）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額（千

円）

令和４年度
予算額（千

円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

31 2-(1)
2-(3)

地域子育て支
援拠点事業
（再掲）

子育て支援
課

主に未就園児とその保護者
を対象に、子供や親同士の
交流の場を提供し、育児相
談や子育て支援に関する情
報提供等を行うことで、子
育て中の当事者の支え合い
による地域の子育て力向上
を目指します。
地域の子育て支援を実施す
る認定こども園の増加等に
よる地域の子育て支援の充
実を鑑み、必要数の設置に
より地域と親子をつなぐ拠
点として運営していきま
す。

実施箇所数 13
か
所

10
か
所

10
か
所

10
か
所

79,471 78,078

前年から引き続きコロナウイル
ス感染症拡大防止の対策を図り
ながら交流の場の提供、イベン
ト・講座等を実施している。
今後も未就園児とその保護者の
子育てを支援するために継続し
て実施していく。

2.継続

子育て支援
課

こども総合
支援セン
ター

34 2-(1)
2-(3)

和歌山信愛女
子短期大学と
の連携による
地（知）の拠
点事業（再
掲）

当該大学設置の施設である
「木のおうち」での親子の
交流の場の提供や子育て広
場の開催等を連携して実施
します。

利用者数 5,715 人 6,000 人 1,093 人 982 人 2.継続71 180

当該大学設置の施設である「木
のおうち」での親子の交流の場
の提供や子育て広場の開催等を
連携して実施します。



（４）経済的な支援　P.５７～P.５８　施策番号４１～４９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

41 2-(4)
6-(4)

児童手当の支
給

こども家庭
課

中学生修了前までの子供を
養育されている人に手当を
支給します。

支給件数 25,093 件 ― 件 23,791 件 21,818 件 4,999,393 4,948,968

令和４年度は①現況届の廃止や②所
得上限額の創設といった制度改正を
実施した。
①については、受給者からの届けが
ない状態で受給資格を更新すること
になるため、変更事項の把握漏れを
なくす取組が重要となる。
②については、受給者の所得が所得
上限額を超過する場合、受給資格が
消滅することとなる。翌年以降、所
得が上限額を下回った場合、再度申
請が必要となるため、手続きに関す
る周知・案内を徹底する必要があ
る。
また、従来からの課題である、申請
遅れにより手当の受給開始月が遅れ
るケースをなくすため、引き続き、
制度の周知・案内を徹底していく。

2.継続

42 2-(4)
6-(4)

こども医療費
助成

こども家庭
課

中学校卒業までの子供等を
対象に、保険診療の自己負
担額を助成します。（所得
制限あり）

助成件数 570,953 件 ― 件 509,690 件 261,637 件 1,094,480 1,333,965

令和５年８月より対象年齢拡充
予定（１８歳年度末まで引き上
げ）のため、制度の内容および
医療機関の適正受診を広報して
いきます。

1.充実

43 2-(4)
出産育児一時
金の支給

国保年金課

国民健康保険に加入してい
る人が出産したとき、出産
育児一時金を支給します。
平成21 年10 月１日以降の
出産から、委任を受けた医
療機関等からの直接請求が
可能となったため、出産時
に多額の出産費用を用意す
る必要がなくなりました。

支給率 100 % 100 % 100 % 100 % 82,521 109,104

令和4年10月末で110件、
45,524,772円を支給していま
す。このうち107件42,436,985円
が直接支払制度を利用し、3件
3,087,787円は窓口申請していま
す。国保加入期間が、6か月未満
の場合は、前保険者との二重払
いに注意し、今後も施策を継続
します。

2.継続

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

19
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（４）経済的な支援　P.５７～P.５８　施策番号４１～４９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

保育こども
園課

333 人 454 人 56,416 62,766
多子世帯の経済的負担を軽減す
るため、今後も継続して事業を
実施していく。

2.継続

子育て支援
課

92 人 27 人 683 900

申請数に関して、前年度の同時
期と比較すると減少傾向にある
が、本事業の目的である「経済
的負担の軽減を図り、安心して
子どもを生み育てられる環境づ
くりを推進する」という趣旨を
踏まえ、今後も継続して行って
いく必要がある。
引き続き窓口や広報、園を通し
た周知の徹底をはかっていく。

2.継続

こども家庭
課

512 人 42 人 42,868 50,825

和歌山県の事業であり、令和4年
度も引き続き実施している。
単年度事業であるため、毎年３
月が申請期限となるが、制度
上、大半の方が３月の１ヶ月間
だけが申請期間となる。そのた
め、申請漏れがないよう、制度
の周知・案内を徹底していく。

2.継続

障害者支援
課

98 人 45 人 374 939

同一世帯に児童が２人以上いる
世帯の未就学児を対象に、世帯
の所得や兄・姉の数に応じて、
児童発達支援等の利用者負担額
の軽減を今後も継続して実施し
ます。

2.継続

人 － 人44 2-(4)
6-(4)

子育て中の多
子世帯に対す
る経済的支援

多子世帯の経済的負担を軽
減するため、教育・保育施
設等において保育料を、第
２子は一定の所得制限のも
とで無償、第３子目以降は
所得に関係なく無償としま
す。また、一時預かり事
業、ファミリー・サポート
事業等の利用料を助成しま
す。
在宅育児支援事業として生
後２か月を超え、満１歳に
満たない多子世帯の乳児を
家庭で養育する方に対して
助成します。

対象者へ
の実施数

4,237



（４）経済的な支援　P.５７～P.５８　施策番号４１～４９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

45
2-(4)
6-(1)
6-(4)

就学援助

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

経済的な理由により就学が
困難な児童生徒の保護者に
対し、学用品、給食費、修
学旅行費などの援助を行い
ます。

支給人数 4,298 人 － 人 4,175 人 4,069 人 147,001 180,870

引き続き、就学援助制度の周知
徹底に努め、また、今後も学用
品費等の支給単価を国基準並み
で維持していきたい。

2.継続

46 2-(4)
6-(4)

実費徴収に係
る補足給付を
行う事業

保育こども
園課

新制度未移行幼稚園を利用
する低所得世帯や多子世帯
について、給食費として実
費徴収している費用のう
ち、副食費の助成を実施し
ます。

支給人数 人 － 人 228 人
不明（年度
末集計のた

め）
人 5,262 6,350

未移行幼稚園を利用する低所得
世帯や多子世帯に対する副食費
の助成を引き続き実施していき
ます。

2.継続

47 2-(4)

妊産婦健康診
査公費負担制
度

地域保健課
妊産婦が医療機関で健康診
査を受けた費用の一部を公
費負担します。

１人あた
り公費負
担回数

15 回 15 回 15 回 15 回 232,484 261,116

現在の公費負担回数を維持する
とともに、公費負担の対象検査
を拡大するなど健診内容充実に
努めていく。

2.継続

48
2-(4)
4-(1)
6-(4)

ひとり親家庭
の高卒資格取
得支援

こども家庭
課

ひとり親家庭の親及び扶養
する子が、高卒認定試験の
対策講座を受講修了した場
合に、受講修了時給付金を
支給します。受講修了時給
付金を受けた方が２年以内
に高卒認定試験の全科目に
合格した場合に、合格時給
付金を支給します。

給付数 0 件 － 件 0 件 0 件 0 200

事前相談や事前申請はあるもの
の、給付申請まで至らない案件
が多い。今後一層制度周知に取
り組んでいく。

2.継続
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（４）経済的な支援　P.５７～P.５８　施策番号４１～４９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

保育こども
園課

25,310 件 12,926 件 483,009 486,061

障害者支援
課

370 件 374 件 0 0

教育政策課 件 件

49 2-(4)
6-(1)

幼児教育・保
育の無償化

幼稚園、保育所、認定こど
も園を利用する３歳から５
歳までの児童及び０歳から
２歳までの住民税非課税世
帯の児童の利用料を無償化
します。認可外保育施設等
を利用する保育の必要性が
あると認定された児童につ
いても、一定の上限月額の
もと、その利用料を無償化
します。また、満３歳に
なって初めての４月１日か
ら就学前の障害児の発達支
援についても、障害児通所
施設の利用料を無償化しま
す。

対象者へ
の実施数

件 － 件

幼児教育・保育の無償化に伴う
施設等利用費の給付や児童発達
支援等の利用者負担の無償化を
引き続き実施します

2.継続



（５）男女共同参画の推進　P.５９　施策番号５０～５４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

50 2-(5)
両親教室の開
催

地域保健課

妊産婦とその家族を対象
に、子育てを分かち合う必
要性を知ってもらい、妊
娠・出産・育児に関する知
識を提供するため、妊婦体
験や沐浴体験等を実施しま
す。

両親学級
の父親の
参加組数

145 組 150 組 85 組 48 組 62 106

コロナの影響により規模を縮小
して実施。
産院での両親教室等も中止して
いるところが多く、実際に沐浴
体験ができるため需要がある。
今後も相談業務等も充実させて
継続。

2.継続

男女共生推
進課 45 286

男女共同参画の意識促進のた
め、幅広い世代を対象に出前講
座や講演会の開催を行ってい
る。今後も男女平等意識につい
ての講座や啓発、情報提供を行
い、正しい理解がより浸透する
よう取組を進める。

2.継続

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

0 0
道徳の授業など全ての教育活動
を通じて、発達段階に応じた指
導を行っている。

2.継続

52 2-(5)

男女共生推進
行動計画に基
づく施策の推
進

男女共生推
進課

和歌山市男女共生推進行動
計画に基づき、男女共同参
画に関する様々な施策を推
進します。

目標達成
率

98.80 % 100 % 94.7 %

未定
（令和5年度
に調査実施
のため）

% 4,063 4,704
計画に基づき施策に取り組んで
いる。今後も引き続き施策を推
進する。

2.継続

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

51 2-(5)
男女平等意識
の啓発

性別に関わらず、それぞれ
の個性と能力を発揮できる
子供を育てることを目指す
とともに、学校・家庭・地
域など、あらゆる場におけ
る男女平等教育を推進しま
す。

道徳・各
教科活動
における
指導率

100 % 100 % 100 % 100 %

23
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（５）男女共同参画の推進　P.５９　施策番号５０～５４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

53 2-(5)

学校行事への
父親の参加促
進

学校教育課

学校行事に父親の参加を呼
びかけ、学校教育や児童生
徒の学校生活に対して関心
を持つように促します。

小・中学
校休日学
校行事の
実施率

79.4 % 100.0 %
45.7

（小29、
中3/70）

%
44.3

（小28、
中3/70）

% 0 0

　11月に、土曜・日曜参観等を
設ける予定である。今後も父親
の参加できる機会を作るように
配慮するとともに、学校開放月
間では案内を配付するなど、学
校への参観等の機会を提供する
ように努めていく。

2.継続

54 2-(5)
男性の育児等
意識醸成事業

子育て支援
課

男性の育児等に対する意識
の向上のため、父子手帳を
発行するとともに、働き方
改革にも有効なイクボスを
推進するなど仕事と子育て
が両立できる環境づくりに
努めます。

父子手帳
配付数

3,000 冊 3,000 冊 3,000 冊 3,000 冊
【ワーク

ショップ】
748

【ワーク
ショップ】

750

父子手帳について、母子健康手
帳配布時や転入時など配布して
いるが、より気軽に手に取って
いただけるように配布の場所や
機会の検討が必要である。ま
た、男性子育て推進事業とし
て、家庭において仕事と子育て
の両立について考える夫婦向け
のワークショップを開催した。
今後も主に市民に対し、男性の
子育てを推進し、みんなで子育
てすることができる環境づくり
に努めます。

2.継続



（６）子育てと仕事の両立支援　P.６０　施策番号５５～５９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

55 2-(6)

企業・事業者
に対するワー
ク・ライフ・
バランスの普
及・啓発

産業政策課

仕事と家庭生活の調和
（ワーク・ライフ・バラン
ス）が企業活動にとって有
益であることの考え方を広
く普及・啓発します。

啓発回数 2 回 2 回 2 回 2 回 0 0

企業情報サイト等を通じて、企
業・事業者に対して周知啓発を
実施する。令和5年度も継続して
実施していく。

2.継続

男女共生推
進課

講座開催
回数

1 回 2 回 1 回 0 回 0 11
女性の再就職や能力開発、技能
取得に関する講座を開催する。

2.継続

産業政策課 啓発回数 2 回 2 回 4 回 2 回 0 0

女性求職者を対象とした就職
フェアを開催するとともに、他
機関とも連携しながら、女性の
就職支援の充実を図る。令和5年
度も継続して実施していく。

2.継続

57 2-(6)
男性の育児休
暇取得の推進

産業政策課
市内の事業所及び従業員に
対し、男性の育児休暇取得
の意識啓発に努めます。

啓発回数 2 回 2 回 2 回 2 回 0 0

企業情報サイト等を通じて、企
業・事業者に対して周知啓発を
実施する。令和5年度も継続して
実施していく。

2.継続

56 2-(6)
6-(3)

女性の就労の
機会と場の拡
大

女性の再就職や能力開発・
起業を目指す人への支援に
努めます。

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)
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26

（６）子育てと仕事の両立支援　P.６０　施策番号５５～５９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

２　子育てしやすい環境整備の充実　P.５３～P.６０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

58 2-(6)
6-(3)

求人情報等の
提供

産業政策課

ハローワーク発行の「ハ
ローワーク求人情報」等を
活用して、求職者に対して
情報提供の充実を図りま
す。

情報提供
回数

50 回 50 回 50 回 28 回 0 0

ハローワークから提供される求
人情報を労働相談業務などで活
用することにより、求職者に対
して情報提供の充実を図る。令
和５年度も継続して実施してい
く。

2.継続

59 2-(6)
6-(3)

転職・再就職
の支援

産業政策課

転職や再就職が円滑に進む
ように、各関係機関等と連
携しながら支援に努めま
す。

啓発回数 1 回 2 回 3 回 2 回 0 0

他機関とも連携しながら、転職
や再就職が円滑に進むように支
援に努める。令和5年度も継続し
て実施していく。

2.継続



（１）子育て支援事業に関する情報提供の強化　P.６１　施策番号６０～６１

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

子育て支援
課

子育て情
報誌の発
行配布

5,000 冊 5,000 冊 5,000 冊 5,000 冊 140 140

母子健康手帳の配布時や転入に
よる児童手当申請手続きなど、
必要な方に様々な形で配布して
いる。今後も必要とする方が必
要な時に手に取れるような形で
配布を続けていく必要がある。

2.継続

保育こども
園課 1 1 0 0

教育・保育施設の園児募集案内
について、市報わかやま、ホー
ムページ等により周知を行って
おり、また、必要に応じて保育
施設の変更等の情報提供につい
ても行っている。
今後も引き続き必要な情報提供
に努める。

2.継続

地域保健課 12 7 0 0

子育て支援サービス等の情報を
ホームページなどを通して、引
き続き情報提供を行う。
毎月、市報への掲載

2.継続

こども家庭
課 5 5 0 0

稀にではあるが、申請漏れによ
り手当等の助成を受けられなく
なるケースがあるため、各事業
の更なる周知徹底に努めてい
く。

2.継続

31

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

60 3-(1)
子育てに関する
情報提供

保健福祉サービスの情報提
供をはじめ、子育て中の家
庭が必要とする様々な情報
を市民参画により収集、編
集した情報誌を発行しま
す。併せてスマートフォン
アプリやＳＮＳを利用し、
イベント情報などを効果的
に周知することに努めま
す。また、子供の発育発達
に不安を感じたときなどに
活用できる「子どもの
発達支援ガイドブック」を
配布します。

市報わか
やま掲載

回数
回 － 回 回 回

27



28

（１）子育て支援事業に関する情報提供の強化　P.６１　施策番号６０～６１

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

61 3-(1)
3-(4) 利用者支援事業

子育て支援
課

子育て家庭の相談に応じる
ことで、個別のニーズを把
握し、適切な施設や事業等
を円滑に利用できるよう支
援します。

利用者数 795 人 1,200 人 1,195 人 961 人 2,878 2,899

前年から引き続きコロナウイルス感
染症拡大防止の対策を図りながら月
1回おやこの座談会・相談会、年2回
のおはなしピクニックなど親子の交
流の場の提供を実施。
今年はサークル支援として、子育て
サークル紹介イベントも実施。感染
拡大が落ち着いた時期には、地域の
方が参加しやすいよう地域子育て支
援拠点施設への出張相談も行う。外
出が難しい家庭には、オンライン相
談、オンライン座談会、メール相
談、電話相談など様々な方法で相談
ができるよう体制を整える。今後
は、こちらから家庭へ出向けるよう
な相談体制を整えたい。

2.継続



（２）教育・保育事業の充実　P.６２　施策番号６２～６５

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

保育こど
も園課

15

園
（
所
）

15

園
（
所
）

0 0

引き続き合同研修に参加し、教
育・保育に関する理解を深める
ことで幼児教育・保育の質の向
上を図ります。また、各園の特
色や地域性を踏まえた指導計画
等に基づき、各園の教育・保育
の充実を図ります。

2.継続

学校教育課
公立幼
11

園
（
所
）

公立幼
11

園
（
所
）

0 0

　幼稚園・保育所・認定こども
園等が相互に連携を図り、職員
間の交流と合同研修における研
究を促進し、教育・保育に関す
る理解を深めることで幼児教
育・保育の質の向上を図る。ま
た、各園の特色や地域性を踏ま
えた指導計画等に基づき、各園
の教育・保育の充実を図る。

2.継続

教育研究所 13

園
（
所
）

16

園
（
所
）

32 11

「子ども理解専門研修講座」を2
回、「幼児教育専門研修講座」
１回を実施した。のべ参加人数
は、幼稚園から16園29人.。令和
５年１月１２日には、園長会と
の共催で第２回「幼児教育専門
研修講座」を開催した。（幼
41、認2、保6、小5の計54名）

2.継続

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

園
（
所
）

27

園
（
所
）

62 3-(2)
幼児教育・保
育の質の向上

幼稚園・保育所・認定こど
も園等が相互に連携を図
り、職員間の交流と合同研
修における研究を促進し、
教育・保育に関する理解を
深めることで幼児教育・保
育の質の向上を図ります。
また、「和歌山市公立幼保
連携型認定こども園幼児教
育・保育カリキュラム」を
活用し、各園の特色や地域
性を踏まえた指導計画
等に基づき、各園の教育・
保育の充実を図ります。

幼稚園・
保育所・
認定こど
も園合同
研修参加
園（所）
数

17

29



30

（２）教育・保育事業の充実　P.６２　施策番号６２～６５

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

63 3-(2)
保育施設の整
備

子育て支援
課

良好な保育環境を提供する
ため、保育施設の整備を促
進します。

箇所数 4
か
所

2
か
所

0
か
所

4
か
所

0 96,804

令和4年度は私立保育所及び認定
こども園4園の施設整備（いずれ
も老朽化した既存施設の大規模
修繕）を実施。うち2園は工事完
成済み、残る2園についても年度
内の完成を目指す。
令和5年度の施設整備について
は、現在、市の予算化に向けて
財政当局と折衝中である。

2.継続

子育て支援
課

教育政策課

定員数 7,571 人 7,851 人 7,853 人 7,620 人

待機児童
数
(4月1日時
点)

12 人 0 人 26 人 29 人

64 3-(2)
認定こども園
の普及の推進

幼児期の学校教育・保育を
一体的に実施する認定こど
も園の普及を推進します。

幼保連携
型認定こ
ども園

20
か
所

30
か
所

30
か
所

31
か
所

令和４年度で目標値を達成して
います。今後は、認定こども園
の普及について、見直しを含め
検討していきます。

3.見直し
(検討)

65 3-(2)
待機児童の解
消

保育こども
園課

待機児童ゼロを目指し、保
育施設に、定員増員につい
て働きかけます。

0 0

3.見直し
(検討)0 0

保育士確保が困難なことが待機
児童の根本的な原因となってお
り、また、保育士不足による定
員割れの結果、運営に支障をき
たしている園もあることから、
単に定員増員を図るのではな
く、多角的に対策を検討してい
きたい。



（３）地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６３～P.６４　施策番号６６～７４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

66 3-(3)
延長保育の充
実

保育こども
園課

保護者の就労時間などの事
情により、保育時間の延長
が必要な場合、時間を延長
して保育を行います。ま
た、今後の需要に応じて夜
間保育の実施を検討しま
す。

実施箇所
数

51
か
所

52
か
所

54
か
所

54
か
所

60,800 74,910
保護者の勤務時間・その他家庭
状況等を考慮し、引き続き延長
保育事業の充実に努めます。

2.継続

67 3-(3)
乳児保育促進
事業の充実

保育こども
園課

産後休暇明けや育児休暇明
けの需要に対応するため、
安定的な乳児保育の充実を
図ります。

0歳児受入
箇所数

52
か
所

53
か
所

52
か
所

52
か
所

0 0
保護者の家庭状況等を考慮し、
引き続き乳児保育の充実に努め
ます。

2.継続

68 3-(3) 病児保育事業
保育こども
園課

病気の回復期や病気の回復
期に至らない場合の子供の
一時預かりを行います。ま
た、病児保育実施施設のか
所数の確保を含め、体制を
整えます。

実施箇所
数

2
か
所

2
か
所

2
か
所

2
か
所

33,867 41,282
病児保育事業のニーズをふま
え、今後も病児保育事業を実施
していきます。

2.継続

69 3-(3)
病後児保育の
推進

保育こども
園課

病気の回復期にある子供の
一時預かりを行うことによ
り、保護者の子育てと就労
の両立を支援します。

実施箇所
数

1
か
所

1
か
所

1
か
所

1
か
所

5,486 4,313
引き続き病後児保育の推進に努
めます。

2.継続

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

31



32

（３）地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６３～P.６４　施策番号６６～７４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

70 3-(3) 休日保育の推進
保育こども
園課

就業形態が多様化している
ため、休日の保育需要に基
づき、休日保育を実施しま
す。

休日保育
の実施箇
所数

1
か
所

1
か
所

1
か
所

1
か
所

0 0
休日の保育需要に基づき、今後
も休日保育を実施していきま
す。

2.継続

71 3-(3)
6-(2)

家庭支援推進
保育事業の充
実

保育こども
園課

日常生活における基本的な
習慣や家庭環境に対する配
慮など、保育を行う上で特
に配慮が必要とされる児童
に対して保育にあたるとと
もに、家庭訪問を行うなど
家庭に対する指導等につい
て充実を図ります。

研修会開
催回数

4 回 4 回 3 回 2 回 0 0

定期的に研修会等を開催するこ
とで、日常生活における基本的
な習慣や家庭環境に対する配
慮、保育を行う上での配慮な
ど、参加者による情報交換を行
いながら家庭支援の充実を図
る。

2.継続

保育こども
園課

支援が必要な子どもが安心して
集団生活を過ごせるよう、専門
家や関係機関が連携を深め、障
がい児保育の充実を図る。

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

発達の遅れや行動・コミュニ
ケーションの問題など、早期に
発達障害を発見し、適切な支援
につながるよう専門員が巡回訪
問を行い指導助言を実施してい
きます。

72 3-(3)

障害児保育事
業の充実

保育所・幼稚園等を利用す
る障害のある児童が安心し
て保育・教育を受けられる
よう、専門職員による巡回
指導などの支援を行いま
す。

発達支援
連絡会開
催回数

6 回 8 回 回 回4 1 0 0 2.継続



（３）地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６３～P.６４　施策番号６６～７４

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

73 3-(3)
6-(2)

放課後児童ク
ラブ(若竹学
級等)の充実

青少年課

小学校に就学している、昼
間保護者が家庭にいない児
童を学校の放課後に預か
り、健全に充実した生活が
送れるよう、遊びの指導や
生活指導などを行う放課後
児童クラブ（若竹学級等）
を充実し、仕事と子育ての
両立を支援するために、開
設時間の延長や利用希望者
すべての受入れを目指しま
す。

放課後児
童クラブ
数

100
か
所
129

か
所

106
か
所

106
か
所

653,457 550,208

令和4年度は１学級の増設と１学
級の閉鎖により、学級数は前年
と変更ありません。令和２年度
から民間委託することで、午後
５時以降は複数の学級を１つに
まとめるなど、柔軟な学級運営
を行っています。また、真に利
用が必要な希望者のため、こま
めに定員調整を行っていきま
す。

2.継続

74 3-(3)

放課後子ども
総合プランの
整備・推進

青少年課

教育・福祉部門での連携を
強化し、放課後子ども総合
プランの整備・推進を図
り、放課後児童の居場所づ
くりや仕事と子育ての両立
を支援します。

一体型放
課後児童
クラブ・
放課後子
供教室

0
か
所

5
か
所

0
か
所

0
か
所

0 0

放課後児童クラブへの対応を優
先しており、一体型の放課後教
室は未実施です。庁内関係部署
と連携を図りながら進めていき
ます。

2.継続

33



34

（４）子ども・子育てに関する相談支援と事業の利用支援　P.６４　施策番号７５（再掲６１）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

こども総合
支援セン
ター

人 人 12,017 3,696

子供とその家庭の相談支援機関
との連携を強化し、要支援者の
状況に応じて的確に対応できる
体制づくりを推進します。

2.継続

こども家庭
課 人 人 0 142

コロナウイルス感染症流行のた
め教室開催出来ず令和４年度未
実施

2.継続

保育こども
園課 人 人 0 0

関係機関と連携し、より一層保
育施設での相談機能を高めてい
く。

2.継続

61 3-(1)
3-(4)

利用者支援事
業（再掲）

子育て支援
課

子育て家庭の相談に応じる
ことで、個別のニーズを把
握し、適切な施設や事業等
を円滑に利用できるよう支
援します。

利用者数 795 人 1,200 人 1,195 人 961 人 2,878 2,899

前年から引き続きコロナウイルス感
染症拡大防止の対策を図りながら月
1回おやこの座談会・相談会、年2回
のおはなしピクニックなど親子の交
流の場の提供を実施。
今年はサークル支援として、子育て
サークル紹介イベントも実施。感染
拡大が落ち着いた時期には、地域の
方が参加しやすいよう地域子育て支
援拠点施設への出張相談も行う。外
出が難しい家庭には、オンライン相
談、オンライン座談会、メール相
談、電話相談など様々な方法で相談
ができるよう体制を整える。今後
は、こちらから家庭へ出向けるよう
な相談体制を整えたい。

2.継続

6,947

３　就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実　P.６１～P.６４

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

75 3-(4)
6-(2)

子育てに関す
る相談体制の
強化とネット
ワークの構築

子供・家庭の相談支援にあ
たる機関との連携を強化
し、個々の相談者に的確に
対応できる体制づくりを推
進します。また、地域の子
育てグループや子育て支援
団体などの活動状況の把握
に努め、地域での子育てグ
ループのネットワーク化を
図ります。

延べ相談
者数

10,783 5,792人 －



（１）ひとり親家庭への支援　P.６５～P.６７　施策番号７６～８６（再掲４８）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

76 4-(1)
6-(4)

ひとり親家庭
等医療費助成

こども家庭
課

ひとり親家庭の母、又は
父、児童（18歳に達する日
以後の最初の３月31日まで
の間にある人）等を対象
に、保険診療の自己負担額
を助成します。

助成件数 140,000 件 － 件 125,251 件 62,975 件 355,474 386,615

新型コロナウイルスの影響によ
り、助成件数は令和２年度減少
するも翌年度以降増加し、従来
の件数と同程度。
医療機関への適正な受診の周知
が継続課題。

2.継続

77 4-(1)
6-(4)

児童扶養手当
の支給

こども家庭
課

児童扶養手当法に基づき、
児童（18歳に達する日以後
の最初の３月31 日までの間
にある人、又は20 歳未満で
一定の障害のある人）を監
護しているひとり親家庭等
の生活の安定と自立を助け
るために手当を支給しま
す。

支給世帯 4,028
世
帯

－
世
帯

3,667
世
帯

3,464
世
帯

1,846,764 1,866,019

地方自治法第2条第9項及び第10
項に規定する第1号法定受託事務
に該当し、児童扶養手当法又は
これに基づく政令及び省令によ
り地方自治体が処理するもので
あるため、今後も適正な実施に
努め取組むものとする。

2.継続

78
4-(1)
6-(2)
6-(4)

母子及び父子
並びに寡婦福
祉資金の貸付

こども家庭
課

母子家庭の母、父子家庭の
父及び寡婦が扶養する児童
等の修学に必要な資金等、
経済的自立や福祉増進のた
めに必要な資金の貸付を行
います。

貸付者数 169 人 － 人 87 人 68 人 53,818 247,251

日本学生支援機構の給付型奨学
金制度の拡充など、その他支援
が充実されたため貸付件数が減
少。

2.継続

79 4-(1)
6-(2)

母子生活支援
施設の運営

こども総合
支援セン
ター

自立が困難など、保護の必
要性が認められる母子を保
護し、自立に向けての支援
を行います。

延べ入所
世帯数

196
世
帯 －

175
世
帯

102
世
帯

66,885 78,347
自立が困難など、保護の必要性
が認められる母子を保護し、自
立に向けての支援を行います。

2.継続

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

35



36

（１）ひとり親家庭への支援　P.６５～P.６７　施策番号７６～８６（再掲４８）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

開講数 3 回 3 回 0 回 0 回

参加人数 113 人 50 人 0 人 0 人

81 4-(1)
6-(3)

母子・父子相
談

こども家庭
課

母子・父子自立支援員が就
業や生活に関する相談に応
じ、助言指導や関係機関の
紹介などを行います。

延べ相談
件数

293 件 300 件 342 件 142 件 2,266 2,553

就業や子の就学に関する相談、
助言を行っているが、様々な内
容の相談があるため今後も各担
当課やハローワークとの連携が
必要。

2.継続

研修講座
修了者数

26 人 20 人 13 人 0 人

開催回数 2 回 1 回 1 回 1 回

プログラ
ム策定件
数

0 件 5 件 2 件 1 件

80 4-(1)
6-(2)

ひとり親家庭
情報交換

こども家庭
課

ひとり親家庭の情報交換を
行うとともに、お互いに悩
みを打ち明け相談し、支え
合う場として定期的に、文
化サークル等講座を開講
し、ひとり親家庭等の福祉
の向上を図ります。

2.継続

新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点によりR4年度実施出来
ず。今後は感染拡大の状況をみ
つつ開催の可否を判断する。

2.継続

82
4-(1)
6-(2)
6-(3)

ひとり親家庭
の親の就業・
自立支援の充
実

こども家庭
課

ひとり親家庭の母、又は父
等の就業・自立を促進する
ために、就業支援講習会事
業や母子・父子自立支援プ
ログラム策定事業を実施し
ます。

0 142

767 839

就業支援講習会は途中で辞退し
てしまう人が数名いるが、やる
気のある方も多く自立促進に役
立つ内容である。プログラム策
定事業は策定まで至らずとも、
様々な内容の相談があるため、
引き続きハローワークなどと連
携して進めていく。



（１）ひとり親家庭への支援　P.６５～P.６７　施策番号７６～８６（再掲４８）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

83 4-(1)
6-(3)

夜間養護等事
業の充実（ト
ワイライトス
テイ）

こども総合
支援セン
ター

保護者が仕事により夜間や
休日に家庭で子供を養育で
きない場合、子供を預か
り、食事等の提供を行いま
す。

延べ利用
人数

175 人 150 人 179 人 2 人 401 385

保護者が仕事により夜間や休日
に家庭で子供を養育できない場
合、子供を児童福祉施設等で子
供を預かり、食事等の提供を行
います。

2.継続

84 4-(1)
6-(2)

ひとり親家庭
に対する日常
生活の支援

こども家庭
課

自立のための活動や病気な
どの事由で日常生活に支障
があるとき、一時的に生活
支援員を派遣して必要な家
事や保育の援助を行い、ひ
とり親家庭等の福祉の向上
を図ります。

延べ利用
世帯数

4
世
帯

－
世
帯

2
世
帯

2
世
帯

85 125

一回の利用時間が長い利用が増
加傾向。今後も支援を必要とす
るひとり親への制度周知を進め
ていく。

2.継続

85 4-(1)
6-(4)

母子家庭等福
祉手当

こども家庭
課

児童扶養手当の受給対象と
なりうる世帯のうち、親が
障害年金を受給している
か、又は子が親の受給して
いる障害年金の加算対象に
なっているため、児童扶養
手当を受給できない世帯に
対して、その差額を支給し
ます。

給付件数 6 件 － 件 － 件 － 件 0 0

これまで、障害基礎年金等を受
給している者は、障害基礎年金
等の額が児童扶養手当の額を上
回る場合、児童扶養手当を受給
できなかったが、令和3年3月分
の手当以降は、児童扶養手当の
額が障害年金の子の加算額を上
回る場合、その差額を児童扶養
手当として受給できるように
なったことにより、同手当が不
要となるため令和2年度をもって
事業を終了した

4.完了
(廃止)
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（１）ひとり親家庭への支援　P.６５～P.６７　施策番号７６～８６（再掲４８）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

（高等職
業訓練促
進給付金
等事業）
給付件
数・自立
した数

23
・
6

件
・
人

30
・
15

件
・
人

44
・
9

件
・
人

31
・
0

件
・
人

49,492

（自立支
援教育訓
練給付金
事業）
給付件
数・自立
した数

10
・
10

件
・
人

5
・
5

件
・
人

6
・
6

件
・
人

4
・
4

件
・
人

307

48
2-(4)
4-(1)
6-(4)

ひとり親家庭
の高卒資格取
得支援（再
掲）

こども家庭
課

ひとり親家庭の親及び扶養
する子が、高卒認定試験の
対策講座を受講修了した場
合に、受講修了時給付金を
支給します。受講修了時給
付金を受けた方が２年以内
に高卒認定試験の全科目に
合格した場合に、合格時給
付金を支給します。

給付数 0 件 － 件 0 件 0 件 0 200

事前相談や事前申請はあるもの
の、給付申請まで至らない案件
が多い。今後一層制度周知に取
り組んでいく。

2.継続

2.継続86 4-(1)
6-(3)

自立支援給付
金事業

こども家庭
課

高等職業訓練促進給付金及
び修了支援給付金として、
ひとり親家庭の母、又は父
が就職に必要な資格（対象
資格は看護師、介護福祉
士、保育士、理学療法士、
作業療法士、歯科衛生士等
12資格）を取得するために
１年以上養成機関で修業す
る場合、修業期間中、４年
間を上限として生活費の補
てんのための給付金を支給
します。また、自立支援教
育訓練給付金として、市が
指定する教育訓練講座の受
講後、費用の一部を支給し
ます。

56,128

高等職業訓練促進給付金の受給
者が増加傾向にあり、制度が周
知されてきたといえるが、ひと
り親家庭の自立支援として制度
の周知に取り組む。



（２）障害のある児童とその家庭への支援　P.６８～P.６９　施策番号８７～９６

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

87 4-(2)
障害のある人
への理解促進

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

学習障害（LD)や軽度発達障
害などを含め、障害のある
子供や人への理解の促進を
図るとともに、各障害の特
性や配慮について理解を深
められるよう、取り組みま
す。

研修会の
実施

7 回 7 回 7 回 9 回 0 0
発達障害に対する理解を進め、
適切な支援が行えるように研修
を進めている。

2.継続

88 4-(2)
6-(2)

障害のある児
童の放課後児
童クラブへの
受入れ

青少年課

障害のある児童について、
利用の希望がある場合は、
受入れるための支援員の加
配や研修の実施等により、
可能な限り受入れに努めま
す。

受入れク
ラブ数

44
か
所

48
か
所

51
か
所

51
か
所

0 0

障害のある児童を受け入れるた
め、委託事業者は、必要に応じ
て支援員を追加配置していま
す。
また、障害に深い理解のある特
別支援アドバイザー及び小学校
長経験者であるコーディネー
ターを事務局に配置し、障害の
ある児童の受け入れを行う若竹
学級への訪問、指導を行ってい
ます。

2.継続

89 4-(2)
養育医療の給
付

保健対策課
未熟児に対する養育医療の
給付を行います。

給付実人
数

47 人 － 人 44 人 29 人 9,698 15,777

指定医療機関と連携しながら、
医療費の支給を行うとともに、
家族への情報提供の機会を増や
していく。

2.継続

90 4-(2)

重度心身障害
児・者医療費
の助成

障害者支援
課

重度の障害のある児童・者
を対象に、保険診療の自己
負担額を助成します。

重度心身
障害児・
者助成件
数

164,461 件 － 件 150,538 件 74,781 件 831,909 835,420
引き続き、重度の障害児者に、
保険診療の自己負担額を助成し
ます。

2.継続

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)
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（２）障害のある児童とその家庭への支援　P.６８～P.６９　施策番号８７～９６

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

91 4-(2)

小児慢性特定
疾病児童への
支援

保健対策課

慢性疾患にかかっているこ
とにより長期にわたり療養
を必要とする児童等の健全
な育成を図るため、小児慢
性特定疾患の治療に係る医
療費の給付を行うことで、
患者家庭の医療費の負担軽
減を図ります。

医療受給
者証交付
数

383 件 － 件 382 件 218 件 97,448 102,036

指定医療機関と連携しながら、
医療費の支給を行うともに、医
療費助成の対象児童宅を訪問
し、療育に関する相談支援を引
き続き行っていく。

2.継続

92 4-(2)
6-(4)

特別児童扶養
手当の支給

障害者支援
課

日常生活において介護を要
する在宅の20歳未満の児
童、その父、若しくは母等
に対し、手当を支給しま
す。

支給者数 925 人 － 人 1,011 人 1,048 人

0
（市の歳出
として支出

なし）

0
（市の歳出
として支出

なし）

引き続き、介護を要する児童の
保護者等に手当を支給します。

2.継続

93 4-(2)
障害児福祉手
当の支給

障害者支援
課

常時介護を要する在宅の20
歳未満の重度の障害のある
児童・者に手当を支給しま
す。

支給者数 171 人 － 人 164 人 165 人 30,088 31,070
引き続き、介護を要する重度の
障害児者に手当を支給します。

2.継続

94 4-(2)
心身障害児福
祉年金の支給

障害者支援
課

身体障害者手帳、療育手帳
の交付を受けている20歳未
満の障害のある児童、その
父、若しくは母等に対し、
手当を支給します。

受給者数 180 人 － 人 126 人 137 人 3,038 3,480
引き続き、障害者手帳の交付を
受けている児童の保護者等に対
し、手当を支給します。

2.継続



（２）障害のある児童とその家庭への支援　P.６８～P.６９　施策番号８７～９６

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

95 4-(2)
育成医療の給
付

保健対策課

身体に障害のある児童に対
する育成医療費の給付を行
います。

延べ給付
件数

67 件 － 件 51 件 27 件 2,739 4,068

指定医療機関と連携しながら、
医療費の支給を行うとともに、
家族への情報提供の機会を増や
していく。

2.継続

障害者相談
支援事業及
び基幹相談
支援セン
ター事業所
数

6
か
所

6
か
所

6
か
所

6
か
所

50,000 54,000

児童発達支
援利用者数
（月平均）

274 人 － 人 431 人 418 人 741,038 760,430

医療型児童
発達支援利
用者数（月
平均）

0 人 － 人 0 人 0 人 0 0

放課後等デ
イサービス
利用者数
（月平均）

615 人 － 人 799 人 865 人 1,125,449 1,148,879

引き続き、障害児者に対する相
談支援を行うとともに、利用を
必要とする児童に対してサービ
スの提供を行います。

2.継続96 4-(2)

和歌山市障害
者計画及び和
歌山市障害福
祉計画の推進

障害者支援
課

和歌山市障害者計画及び和
歌山市障害福祉計画に基づ
き、障害のある児童に関す
る様々な施策を推進しま
す。

41



42

（３）海外にルーツを持つ子供とその家庭への支援　P.７０　施策番号９７～１００

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

97 4-(3)
5-(3)

日本語指導の
支援

子ども支援
センター

外国籍児童生徒に対して、
日本語指導のボランティア
を学校に派遣し、学校生活
になじめるよう、支援しま
す。

ボラン
ティア派
遣要請充
足率

100 % 100 % 100 % 100 % 1,544 1,827

今年度も、コロナ禍の影響によ
り、ボランティアを必要とする
児童生徒への支援回数の必要性
が例年よりも多くある。昨年度
は補正で対応することができ、
今年度はその分と同等の予算を
計上することで、全てのニーズ
応えられている。今後も各校か
らの要請に応じて日本語支援を
充実させる。

1.充実

98 4-(3)

外国籍児童等
に対する学習
支援

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

外国籍児童生徒に対して、
学力を補充する学習支援を
行います。

学習支援
の実施校
数

4 校 － 校 8 校 7 校 0 0

外国籍児童生徒に対して、日本
語指導員が学力を補充する学習
支援を行っている。実施状況と
して、小学校３校、中学校４校
の計７校である。今後も、外国
籍児童生徒に対して、学習支援
を行っていく。

2.継続

99 4-(3)
未就学児の把
握と就学支援

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

ＰＴＡや自治会等と連携
し、外国籍の未就学児童を
把握し、就学に向けた支援
を行います。

把握でき
ていない
数

0 人 0 人 0 人 0 人 0 0
引き続き、外国籍の未就学児童
の把握徹底に努める。

2.継続

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)



（３）海外にルーツを持つ子供とその家庭への支援　P.７０　施策番号９７～１００

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

100 4-(3)

学校・支援機
関等との連携
による子供や
家庭への支援

子ども支援
センター

スクールソーシャルワー
カーや関係機関等と連携
し、外国籍の児童生徒とそ
の家庭を支援します。

スクール
ソーシャ
ルワー
カーの配
置校数

10

中
学
校
区

全

中
学
校
区

全

中
学
校
区

全

中
学
校
区

11,631 13,014

全中学校区配置であり、どの学
校の案件にも対応できる体制と
なっているが、スクールソー
シャルワーカーの派遣日数が月
に2～3日であるため、ニーズを
的確に把握することが課題であ
る。

2.継続
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（４）子供の虐待の早期発見と防止対策の充実　P.７１　施策番号１０１～１０４（再掲１４）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

こども総合
支援セン
ター

啓発活動
回数

20 回 30 回 9 回 7 回 231 227
子供の虐待防止に関する知識の
普及・啓発に努めます。

2.継続

人権同和施
策課

研修会参
加者数

1,037 人 1,100 人 62 人 11 人 0 0

新型コロナウイルス感染症の影
響を受け、令和４年度１０月末
現在の子どもの人権に関する出
張講演等の実施回数は減少して
いるが、今後の取組として、市
民に人権出張講演について広報
を行って広く知ってもらい、講
演会を実施する。

2.継続

102 4-(4)

子供の虐待防
止に対する
ネットワーク
の充実

こども総合
支援セン
ター

民生委員・児童委員をはじ
め地域住民と保健所、保育
所、学校、福祉事務所など
の子供に関わる機関の連携
を強化し、関係機関相互の
情報交換を図り、要保護児
童対策地域協議会として円
滑な連携体制の構築を進め
るとともに、地域での見守
りや家庭に対する日常的な
相談・支援への的確な対応
に努めます。

虐待防止
ネット
ワーク会
議開催数

95 回 100 回 181 回 91 回 77 88

民生委員・児童委員をはじめ地
域住民と保健所、保育所、学
校、福祉事務所などの子供に関
わる機関の連携を強化し、関係
機関相互の情報交換を図り、要
保護児童対策地域協議会として
円滑な連携体制の構築を進める
とともに、地域での見守りや家
庭に対する日常的な相談・支援
への的確な対応に努めます。

2.継続

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

101 4-(4)

子供の虐待防
止に関する啓
発

子供の虐待防止に関する知
識の普及・啓発に努めま
す。



（４）子供の虐待の早期発見と防止対策の充実　P.７１　施策番号１０１～１０４（再掲１４）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

103 4-(4)

児童虐待に関
する相談体制
の充実

こども総合
支援セン
ター

子供の虐待に関する専門知
識を有した職員による相
談・支援体制の充実に努め
ます。関係各課の連携を図
り、虐待通告受理機関とし
ての役割を充実します。

児童虐待
相談件数

789 件 － 件 871 件 535 件 12,017 3,696

子供の虐待に関する専門知識を
有した職員による相談・支援体
制の充実に努めます。関係各課
の連携を図り、虐待通告受理機
関としての役割を充実します。

2.継続
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（４）子供の虐待の早期発見と防止対策の充実　P.７１　施策番号１０１～１０４（再掲１４）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

４　様々な家庭への支援の充実　P.６５～P.７１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

104 4-(4)
前向き子育て
推進事業

こども総合
支援セン
ター

虐待を防止するため、親支
援の具体策としてトリプル
Ｐ（Positive Parenting
Program＝前向き子育てプ
ログラム）を導入し、講演
会やグループワークを実施
します。

グループ
ワーク実
施回数

3 回 4 回 4 回 3 回 1,464 1,464

虐待を防止するため、親支援の
具体策としてトリプルＰ
（Positive Parenting Program＝
前向き子育てプログラム）を導
入し、講演会やグループワーク
を実施します。

2.継続

地域保健課
実訪問世
帯数

440
世
帯

－
世
帯

463
世
帯

294
世
帯

0 0

養育支援が必要な家庭に保健師
が訪問等を実施。多問題を抱え
る支援困難ケースも増加してお
り、他機関と連携しながら支援
を継続していく。

3.見直し
(検討)

こども総合
支援セン
ター

実訪問世
帯数

673
世
帯

－
世
帯

944
世
帯

676
世
帯

730 1,822

乳児家庭全戸訪問事業等におい
て、養育支援が必要と判断され
た家庭に対し、関係機関と連携
を図りながら、育児不安の軽減
及び児童虐待発生予防のために
家庭訪問等による支援を行いま
す。また、保護者の病気や障害
などにより養育が困難な家庭に
対し、子育てをサポートするヘ
ルパーを派遣します。

2.継続

14
1-(1)
4-(4)
6-(2)

養育支援訪問
事業の充実
（再掲）

乳児家庭全戸訪問事業等に
おいて、養育支援が必要と
判断された家庭に対し、関
係機関と連携を図りなが
ら、育児不安の軽減及び児
童虐待発生予防のために家
庭訪問等による支援を行い
ます。また、保護者の病気
や障害などにより養育が困
難な家庭に対し、子育てを
サポートするヘルパーを派
遣します。



（１）子供の人権擁護　P.７２　施策番号１０５～１０７（再掲２８）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

人権同和施
策課

研修会の
開催回数 21 回 22 回 2 回 1 回 0 0

新型コロナウイルス感染症の影
響を受け、令和４年度１０月末
現在の子どもの人権に関する出
張講演等の実施回数は減少して
いるが、今後の取組として、市
民に人権出張講演について広報
を行って広く知ってもらい、講
演会を実施する。

2.継続

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

道徳・各
教科活動
における
指導実施
率

100 % 100 % 100 % 100 % 0 0
道徳の授業など全ての教育活動
を通じて、発達段階に応じた指
導を行った。

2.継続

106 5-(1)
人権教育・啓
発の推進

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

全小・中学校で人権教育に
係る全体計画を作成し、各
学校における人権教育の充
実を図ります。

人権教育
の推進に
関する調
査実施率

100 % 100 % 100 % 100 % 0 0
各学校で人権教育の全体計画を
作成し、人権教育を進めてい
る。

2.継続

107 5-(1)

カウンセリン
グの実施、保
護者に対する
助言

こども総合
支援セン
ター
子ども支援
センター

いじめ、児童虐待等により
被害を受けた子供の心のケ
アや、子供・保護者の悩み
や不安に対するカウンセリ
ング等について、関係機関
と連携を図り、支援を行い
ます。

延べ相談
者数

1,691 人 － 人 2200 人 934 人 2,537 2,750

いじめや虐待等による課題は、
子供の不登校という形で出現す
ることも多く、教育相談と不登
校対応の両面からのケアがより
一層必要となってくる。

2.継続

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

105 5-(1)
子供の権利に
関する啓発

子どもの権利条約に基づ
き、様々な機会を利用して
子供の権利を守る意識の啓
発に努めます。
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（１）子供の人権擁護　P.７２　施策番号１０５～１０７（再掲２８）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

28
2-(1)
5-(1)
6-(2)

子ども家庭総
合支援拠点の
設置（再掲）

こども総合
支援セン
ター

こども総合支援センター内
に設置し、地域の子供とそ
の家庭を対象に、より専門
的な相談対応や訪問等によ
るソーシャルワークを行い
ます。寄り添い型の支援
で、虐待対応のみでなく、
様々な相談に応じ、身近な
相談が気軽にできる相談体
制を構築します。また、虐
待の未然防止や早期対応に
努めます。

相談件数 - 件 － 件 10,783 件 5,792 件 7,694 14,752

地域の子供とその家庭を対象
に、より専門的な相談対応や訪
問等によるソーシャルワークを
行います。寄り添い型の支援
で、虐待対応のみでなく、様々
な相談に応じ、身近な相談が気
軽にできる相談体制を構築し、
虐待の未然防止や早期対応に努
めます。

2.継続



（２）家庭と地域の教育力の向上　P.７３～P.７４　施策番号１０８～１１２

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

読書活動推
進課

おはなし
会実施回
数

219 回 220 回 268 回 212 回 0 0

指定管理者により実施中。図書
館を訪れた親子に、本に興味を
持ってもらうために長期継続し
ていく。

2.継続

地域保健課
読み聞か
せ実施回
数

96 回 96 回 51 回 56 回 0 0

令和4年4月から実施の10か月児
健康診査は保健センターでの集
団健診に戻し、読み聞かせの大
切さについて引き続き啓発して
いく。

2.継続

109 5-(2)
子育てひろば
の充実

子育て支援
課

コミュニティセンター等
で、様々な親子が集い、子
育てのヒントにつながる活
動を体験し、互いに学び合
うことにより、親育ち支援
と家庭教育力の充実を図り
ます。また、親自身も自分
を磨いて育児についてより
大きな自信へとつながるこ
とを目的とした講習会を開
催します。

実施回数 115 回 120 回 100 回 80 回 5,983 6,380

ここ数年、新型コロナウイルス
の影響で、実施回数や参加人数
に影響が出ていたが、少しずつ
回復を取り戻している状況であ
る。今後も引き続き感染状況や
国・県の指針を踏まえながら、
安心安全な状態での実施を心が
ける。

2.継続

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

108 5-(2)
絵本の読み聞
かせの啓発

乳児期に絵本を読み聞かせ
ることは、子供にどのよう
に影響するのか、また、大
人は子供にどのような絵本
を与えたら良いのか、読み
聞かせの大切さや絵本の持
つ力についての啓発活動を
支援します。親子で楽しむ
手あそびとリズムあそび等
のリトミックの中で絵本を
読み聞かせし、読書への関
心を呼び起こします。
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50

（２）家庭と地域の教育力の向上　P.７３～P.７４　施策番号１０８～１１２

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

共育コ
ミュニ
ティ事業

4
・
9

か
所
・
校

4
・
9

か
所
・
校

4
・
9

か
所
・
校

4
・
9

か
所
・
校

651 1,271

各地域の清掃活動や見守り活動
など地域を大切にする思いを養
う取組や安心・安全のまちづく
りにつなげる取組が実施されま
した。
コミュニティスクールと地域共
育コミュニティと連携をはかり
ながら、引き続き学校・家庭・
地域をつなぐ役割として取り組
んでいきます。

2.継続

土･日曜日
事業情報

12 回 12 回 12 回 7 回 0 0
土日曜日事業情報の提供に努め
ます。

2.継続

生涯学習
人材バン
ク登録者
数

161 人 173 人 177 人 179 人 0 0
生涯学習人材バンク制度につい
て、さらに情報提供に努めま
す。

2.継続

111 5-(2)
読書活動推進
事業

学校教育課
読書活動推
進課

読書の重要性を多くの子供
を育てる世代の保護者に伝
え、家庭で子供と一緒に読
書をする時間を持ち、本を
中心として会話したり、記
録したりする取組を行いま
す。

学校図書
館（室）
等を月１
回以上利
用する児
童の割合

実施 100 % 100 % 100 % 0 0

　読書の重要性を保護者に伝え
るとともに、本を中心として会
話したり、記録したりする取り
組みを行う。

2.継続

110 5-(2)
家庭教育･地
域力の充実

生涯学習課

家庭教育における情報の提
供を図るとともに、学校・
家庭・地域との連携によ
り、子供たちに様々な活動
の機会や学習の場を提供し
ます。また、地域づくりや
コミュニティ活動を担う人
材や組織づくりの充実に努
めます。



（２）家庭と地域の教育力の向上　P.７３～P.７４　施策番号１０８～１１２

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

生涯学習課 59 回

年度末に実
績報告があ
るため、10
月末現在の
実績は不明

回 1,066 1,210

新型コロナウイルス感染症の影
響で実施できていない地区があ
ります。感染症対策を講じなが
ら引き続き事業を実施していき
ます。

2.継続

学校教育課
→学校支援
課

0 回 0 回 0 0
　新型コロナウイルス感染症拡
大予防のため、中止となってい
る。

2.継続

回112 5-(2)
家庭教育支援
の場の充実

子育てや家庭教育について
不安や悩みを持っている保
護者が、身近な地域で家庭
教育支援（公民館や学校
等、地域の中で育まれるつ
ながりによる親としての学
びの支援）を受ける機会の
充実に努めます。

各地区で
実施され
た家庭教
育支援事
業

97 回 168
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52

（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

113 5-(3)
幼稚園教育の
充実

学校教育課

公立幼稚園及び認定こども
園の教育活動及び教育環境
の充実のほか、幼稚園にお
ける子育て支援の充実に努
めます。

研究保育
実施率

100 % 100 % 100 % 100 % 0 0

　各園で研究保育を行い、研究
保育参観後、研究協議を行って
いる。引き続き各園で、研究保
育を行い、研究を深めていく。

2.継続

114 5-(3)
保幼小交流及
び研修会の充
実

学校教育課

幼稚園・保育所・認定こど
も園と小学校の職員が集ま
り、円滑な移行や卒園まで
の達成目標について協議す
るなどの研修を行います。
また、近隣の幼稚園・保育
所・認定こども園と小学校
とで交流を行います。

保幼小交
流及び研
修実施回
数

各校園
１ 回

各校園
4 回

各校園
３

回
各校園
３

回 0 0
　引き続き、積極的に交流す
る。

2.継続

115 5-(3)
幼稚園教諭の
資質向上

学校教育課

県から派遣された専門的な
知識・技能に基づく助言や
支援を行う幼児教育アドバ
イザーとともに、幼稚園教
諭の資質向上を図ります。

訪問園数 0 園 －

４
(岡山、中之
島、宮前、
雑賀崎）

園

３
(岡山、西和
佐、雑賀
崎）

園 0 0

　今後も、県の計画訪問や支援
訪問を活用し、県から派遣され
た専門的な知識・技能に基づく
助言や支援を行う幼児教育アド
バイザーとともに、幼稚園教諭
の資質向上を図る。

2.継続

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)



（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

学校教育課

教職員課

117 5-(3)
通学区域制度
の弾力化

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

子供の個性や適性に応じた
学校選択が可能となるよ
う、小・中学校に入学する
児童生徒を対象に、一定の
条件のもとで通学区域制度
の弾力化を実施します。

通学区域
協議会開
催数

1 回 － 回 1 回 0 回 6 10
引き続き地域の要望をもとに通
学区域の弾力化に努める。

1.充実

118 5-(3)
教育インター
ネットの利活
用

教育研究所

市内の小中学校をつなぐ情
報ネットワークを活用し、
各校での研究成果や発表な
どの情報や教育資料を共有
化し、教育指導や授業方法
等の多角化を図ります。

地域イン
フラネッ
トの整備
率

100 % 100 % 100 % 100 % 41,483 56,779

高速大容量のネットワーク環境
を利用し、通常の授業の中での
インターネットの活用がさらに
進んできている。また、今年度
は、ミドルリーダーグループに
よる研究成果報告を校種別に行
い、活用事例の普及促進に努め
た。

2.継続

116 5-(3)
幼児教育に関
する情報提供

公立幼稚園の情報など、幼
児教育についての情報提供
を行います。

園便りの
発行

100 % 100 %% 100 % 100 00
引き続き、各園の広報活動を積
極的に推進する。現在の発行率
を維持し、内容の充実を図る。

2.継続

53



54

（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

119 5-(3)
明日の和歌山
市を築くジュ
ニア会議

学校教育課

中学生が市長や教育長と関
心の高い問題や時事的テー
マについて意見交換等を行
い、和歌山市政や社会全般
について関心を高め、学区
を越えた生徒同士の交流を
図り、将来進むべき方向に
ついて考える契機としま
す。

ジュニア
会議出席
学校数

18 校 18 校 0 校 中止 校 0 0
　新型コロナ感染症の拡大によ
り、本年度は実施しなかった。

2.継続

年間派遣
回数
（小学
校）

10 回 12 回 12 回 7 回

年間派遣
回数
（中学
校）

8 回 12 回 12 回 7 回

教育用コ
ンピュー
ター１台
あたりの
児童数

4 人 1 人 1 人 1 人

教員の校
務用コン
ピュー
ター整備
率

100 % 100 % 100 % 100 %

47,40645,614

　小学校３、４年の外国語活動
必修化、５、６年の外国語の教
科化により、これまで以上に外
国語指導助手のニーズが高まっ
てきている。2中学校区で一人の
ＡＬＴを配置し、小中連携も意
識している。さらにＡＬＴ増員
をしていきたい。

2.継続

121 5-(3)
情報教育環境
の整備と情報
教育の推進

教育研究所

児童生徒が課題や目的に応
じて情報手段を適切に活用
することができるよう、情
報教育環境及び指導環境の
充実を図ります。

一人一台のタブレット端末を活
用した学習がすすめられてお
り、活用事例も報告されてい
る。教員のICT活用指導力をさら
に高め、活用の促進を図ってい
く。

2.継続753 1,068

5-(3)
国際理解教育
の推進

学校教育課

小・中学校の各クラスに外
国語指導助手（ALT)を派遣
し、子供たちのコミュニ
ケーション能力の育成を図
るとともに、異文化に対す
る理解や国際感覚を深める
ことを推進します。

120



（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

122 5-(3)
環境教育の推
進

学校教育課

自然保護やリサイクルなど
の資源の再利用についての
理解を深め、環境やアメニ
ティに配慮するなどの環境
教育を推進します。

環境教育
の実施率

100 % 100 % 100 % 100 % 25,869 26,369

　各学校で年間を通して取り組
んでいる活動であるため、計画
的に実施できている。今後も継
続して取り組んでいく。

2.継続

123 5-(3)6-(2)
子供の居場所
づくり

生涯学習課

学校・家庭・地域社会が連
携して、子供の「生きる
力」を育成するために、休
業土曜日の午前時間を活用
し、学校施設の開放、学校
支援ボランティアなど地域
の教育力の活用を図りま
す。

小学校区
子どもセ
ンター開
設率

100 % 100 % 82.3 % 90.2 % 4,633 7,140

・校区子どもセンター事業は、
地域のボランティア等に支えら
れて活動をしています。セン
ターごとの運営に必要な情報を
共有するため、情報交換会を年1
回をめどに実施しています。令
和４年度も感染レベルが依然と
して高い中、１００％当初の計
画とおり実施は困難と思われま
すが、必要な対策を講じ、可能
な限り、「体験活動」「土曜教
室」「学校開放」を実施してい
きます。

2.継続

55



56

（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

教職員課

学校教育課

教育研究所
教員研修
受講者数

4,705 人 5,000 人 2,899 人 3,386 人 5,957 7,407

コロナ禍の影響で、教員研修の
一部を集合研修からオンライン
研修に切り替えて実施してい
る。また、今年度より全校実施
となった地域先達を学校にお呼
びして実施する教育活動は、感
染症の予防を講じながら可能な
範囲で実施している。引き続
き、実施内容や実施形態を工夫
しながら活動を継続していく。

2.継続

125 5-(3)
私立幼稚園等
と小学校の情
報共有

学校教育課

私立幼稚園等と小学校が連
絡を密にとり、子供の発達
の姿、指導の方法等につい
て相互理解を深め、連携・
交流の機会をより充実する
ことで子供たちの小学校等
への滑らかな接続に生かし
ます。

私立幼稚
園等との
情報共有

随時 随時 随時 随時 0 0

　今後も、連携・交流の機会を
より充実するように努め、子供
たちの小学校等への滑らかな接
続に生かす。

2.継続

124 5-(3)
信頼される学
校づくり

コミュニティ・スクールを
通し地域とともにある学校
づくりを進め、学校評価を
行うことで、教育の充実を
図るとともに、信頼される
学校を目指します。

学校評価
実施校

100 % 100 %100 % 2.継続529 347

　コロナ禍で学校開放や大勢で
の会議、研修が行えないなどの
課題があったが、できるところ
から学校の取組をわかりやすく
発信していた。今後は、より多
くの保護者や地域の方々の理解
と信頼を得ながら、目的意識を
持って児童生徒を育てていかな
ければならない。

100 %



（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

126 5-(3)
地域の安全・
安心教育の実
施

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

安全を確かめ、危険回避が
できる正しい判断力と行動
力を身につけ、災害時に
は、適切な避難行動がとれ
るよう、防災教育の実施を
推進します。また、保護者
や地域と協同した訓練を実
施することで児童生徒の自
助・共助の意識を高めま
す。

地域や他
の学校園
と連携し
た防災訓
練の実施
校数

41 校 57 校 42 校 29 校 0 0

災害時や緊急時に適切な行動が
とれるように各学校で定期的に
訓練を行い、児童生徒の自助・
共助の意識を高めている。

2.継続

127 5-(3)6-(1)

特別支援教育
児童生徒指導
事業

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

障害のある幼児児童生徒の
適正な就学指導を行いま
す。また就学に関する相談
も実施します。

就学指
導・相談
の実施率

100 % 100 % 100 % 100 % 1,513 1,488

就学指導のパンフレットを作成
しＨＰに掲載したり保健セン
ターに設置した。新入児も併せ
て全体で３９２件の申し込みが
あり、昨年度同様在籍児童・生
徒は学校長ヒアリングを参考に
審議を行ったが、多くの時間を
要した。就学に関する相談の充
実が課題。

2.継続

128 5-(3)
特別支援教育
支援員派遣事
業

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

発達障害のある児童生徒に
対し、学習上、生活上の支
援を行う特別支援教育支援
員及び介助員を派遣しま
す。

支援員及
び介助員
の配置率

57.0 % 80 % 85.2 % 91.4 % 146,106 151,766

支援を必要とする児童生徒は
年々増加しており、1校に1名の
配置では足りない状況にある。
今後も支援員の配置を全校で行
えるよう取り組む。

2.継続

57



58

（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

子ども支援
センター

スクール
ソーシャ
ルワー
カー配置
校数

10 校

18
（全中
学校
区）

校
18

（全中学校
区）

校
18

（全中学校
区）

校 11,631 13,014

全中学校区への配置となったこ
とから、小中義務教育学校の全
ての学校に福祉の視点を入れて
の相談体制が整ったが、配置日
数や、タイムリーな相談（直接
支援）に課題がある。

2.継続

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

スクール
カウンセ
ラー
配置校

全小・
中学校
に配置

全小・
中学校
に配置

全小・中学
校に配置

全小・中学
校に配置 0 0

県に対し配置日数や時間の増加
を要望していく。

2.継続

子ども支援
センター

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

131 5-(3)6-(1)
適応指導教室
による支援

子ども支援
センター

不登校の子供のためのふれ
あい教室を設置し、子供や
保護者への援助、自立に向
けての支援を行います。

教室開室
日数

215 日 － 日 213 日 126 日 13,547 19,314

10月末現在の通級生は87名。
学校復帰のみならず社会的自立
に向けての力を醸成するための
取組の充実を図る。

2.継続

129 5-(3)6-(1)
学校教育相談
体制の充実

いじめや不登校及び児童生
徒の生活上の課題に適切な
対応ができるよう、学校や
関係機関との連携による支
援体制づくりを推進しま
す。

130 5-(3)6-(1)

不登校やいじ
めに関する対
策

電話や来所による教育相談
を行い、不登校の子供や保
護者、教職員への支援を行
います。また、不登校やい
じめに関する効果的な方策
について検討します。

相談回数 2,007 回 808 回1,591 回 － 回

子育て不安や不登校についての
相談が例年通り多くを占めてい
る。相談が増えてきているた
め、時間内に予約を入れるのが
難しい状況になってきている。

2.継続13,254 14,676



（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

132 5-(3)
非行防止のた
めの推進

少年セン
ター

地域の少年補導委員会によ
る多様な非行防止活動を行
います。また、街頭での喫
煙飲酒行為、深夜徘徊等の
問題行動をしている子供に
対して非行防止や健全育成
のための適切な指導を行う
とともに、自立や立ち直り
を図るための電話・面談に
よる相談を行います。

街頭補導
実施回数

154 回 170 回 189 回 128 回 0 0

新型コロナウイルス感染拡大に
注意を払いながら、ゲームセン
ターや大型商業施設等へ街頭補
導を行い、問題行動をしている
子どもに対して適切な指導を
行った。
相談活動については小中学生や
保護者に実施し、非行防止や健
全育成のための適切な指導を行
うとともに、自立や立ち直りを
図るための支援を行った。引き
続き、街頭補導や相談活用に力
を注いでいきたい。

2.継続

133 5-(3)
学校、警察と
の連携

少年セン
ター

学校・警察補導連絡協議会
による情報交換や合同補導
活動を実施します。

実施回数 40 回 40 回 37 回 22 回 0 0

新型コロナウイルス感染拡大に
注意を払いながら、月に１回、
北・西・東署管内に分かれて学
校・警察補導連絡協議会を実施
し、学校、警察、市教委、県教
委、児相、少年センターが情報
交換を行い、健全育成のための
連携を図ることができた。今
後、学校・警察補導連絡協議会
を更に向上していくために小学
校、子ども総合支援センター、
法務少年支援センターとの連携
を推進していく。

2.継続
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60

（３）生きる力を養う教育環境の充実　P.７４～P.７７　施策番号１１３～１３４（再掲９７）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

134 5-(3)
スポーツ環境
の充実

生涯学習課
スポーツ活動を通じ、子供
たちのこころとからだを育
てます。

スポーツ
少年団数

112
団
体
115

団
体

104
団
体

102
団
体

1,060 1,060

野球（３１団）、剣道（１９団）、
サッカー（１９団）、バレーボール
（１５団）、柔道（４団）、空手
（１団）、少林寺（８団）、チャン
バラ（１団）、バドミントン（１
団）、バトントワリング（１団）、
バスケットボール（２団）の登録が
ありました。
　少子化に伴い子供の登録数が減少
傾向にあります。また、指導者も減
少傾向にあり、団体の統廃合につな
がっています。引き続き、子どもに
豊かなスポーツ活動を提供するた
め、スポーツ、レクリエーションの
充実を図るとともに、指導者への講
習の受講等を呼びかけ子どもたちが
スポーツにより関心を持つよう努め
ます。

2.継続

97 4-(3)
5-(3)

日本語指導の
支援（再掲）

子ども支援
センター

外国籍児童生徒に対して、
日本語指導のボランティア
を学校に派遣し、学校生活
になじめるよう、支援しま
す。

ボラン
ティア派
遣要請充
足率

100 % 100 % 100.0 % 100.0 % 1,544 1,827

今年度も、コロナ禍の影響によ
り、ボランティアを必要とする
児童生徒への支援回数の必要性
が例年よりも多くある。昨年度
は補正で対応することができ、
今年度はその分と同等の予算を
計上することで、全てのニーズ
応えられている。今後も各校か
らの要請に応じて日本語支援を
充実させる。

1.充実



（４）子供・若者の健全育成体制の充実　P.７８　施策番号１３５～１４０

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

135 5-(4)
健全育成体制
の充実

青少年課

子供・若者の健全な育成を
市民総ぐるみで推進するこ
とを目的に、この趣旨に賛
同する人や青少年団体、関
係機関により和歌山市青少
年育成市民会議を組織し、
青少年健全育成の推進を図
ります。

少年メッ
セージ和
歌山市大
会の作文
応募者数

1,470 人 1,500 人 1,510 人 1,485 人 640 1,734

令和４年度は令和３年度に引き
続き、新型コロナウイルスの影
響により、来賓等の規模を縮小
しましたが、事業は実施するこ
とができました。青少年健全育
成に関係する団体や関係機関と
連携を図り、引き続き健全育成
を推進していきます。

2.継続

136 5-(4)
青少年団体の
育成

青少年課

地域活動連絡協議会、子ど
も会連絡協議会、青年団体
協議会等、子供・若者の健
全な育成と青少年教育の振
興を目的とした活動団体を
支援します。

支援団体
数

136
団
体
138

団
体

76
団
体

73
団
体

21,985 28,506

令和４年度は令和３年度に比べ
ると新型コロナウイルスの影響
が少なく、感染対策を講じなが
ら、活動できるようになりまし
た。今後も引き続き地域活動連
絡協議会を始めとする活動団体
を支援していきます。

2.継続

137 5-(4)
健全育成対策
の充実

青少年課

子供を心身ともに健全に育
成できるよう、青少年育成
推進員等連絡協議会を中心
に、関係団体、関係機関が
連携し、青少年活動指導者
の育成等を通じて地域社会
が一体となり、健全育成対
策を推進します。

協議会開
催数

4 回 4 回 0 回 0 回 25,990 33,234

令和４年度は新型コロナウイル
スの影響によりほとんど活動が
できていませんが、書面開催は
行う予定です。今後も青少年の
健全育成を図るため、青少年育
成推進員等連絡協議会を始めと
する関係機関と引き続き連携
し、活動を行っていきます。

2.継続

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)
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（４）子供・若者の健全育成体制の充実　P.７８　施策番号１３５～１４０

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

138 5-(4)

子供にとって
有害な環境・
情報等の点検
及び浄化活動

少年セン
ター

子供にとって有害な図書、
ＤＶＤ、玩具、タバコ等の
販売について関係機関と協
力して浄化に努めます。

有害図書
点検・浄
化活動
実施店舗
数

55
店
舗
200

店
舗

200
店
舗

145
店
舗

0 0

新型コロナウイルス感染拡大に
注意を払いながら、引き続き、
有害図書・DVD・玩具・タバコ
等の販売について、関係機関と
協力・連携しながら浄化に努め
ていく。

2.継続

139 5-(4)
PTA連合会活
動の推進

生涯学習課

児童生徒の福祉の増進と学
校教育の振興に寄与すると
ともに、会員相互の研修と
連絡協議を行うことを目的
にＰＴＡ連合会の様々な活
動を支援し推進します。ま
た、子供の健全育成のた
め、講演等を通じて家庭教
育・人権教育のあり方や学
校との連携について研修を
深め、家庭や地域の教育力
を高めます。

PTA連合会数 3
団
体

3
団
体

3
団
体

3
団
体

666 666

公立幼稚園・こども園、小学
校、中学校PTA連合会で、それ
ぞれ研修会や連絡協議会等を実
施し、連携・協力しながら活動
の推進を図っています。
本年度もコロナ感染者数をみな
がらの実施で、当初の予定とお
り実施できていない事業もあり
ます。

2.継続



（４）子供・若者の健全育成体制の充実　P.７８　施策番号１３５～１４０

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度
決算額
（千円）

令和４年度
予算額
（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

少年セン
ター

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

子ども支援
センター 70 70 0 0

SNSに関する啓発リーフレット
を、各保護者に配布しています
（令和3年度からは、小中高校に
電子データで送付することとし
たため、予算額は０となってい
る）。

2.継続

56140 5-(4)
インターネッ
ト上の有害情
報対策の推進

スマートフォン等の携帯電
話からインターネット接続
に対応するため、有害情報
の閲覧防止に向けて保護者
や青少年等への啓発に努め
ます。また、家庭・学校・
地域と連携しながら、携帯
電話の使用に関するルール
を決め、遵守の徹底に努め
ます。

情報モラ
ル教室実
施校数

校 70 校

41

校

35

校

0

コロナウイルス感染防止のた
め、本年度も依頼数が少なく
なっている現状である。市内７
１校（小中高）のうち情報モラ
ル教室（小学校１４校、中学校
１９校）からの依頼があり実施
した。引き続きコロナウイルス
感染拡大防止対策を十分に行
い、依頼のあった学校へ実施し
ていく。

2.継続0
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64

（５）ひきこもり対策支援や相談体制の充実　P.７９　施策番号１４１～１４３

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

141 5-(5)
子供・若者相
談支援の充実

青少年課

和歌山市子ども・若者支援
庁内連絡会議を中心に、関
係各課の連携を密にして相
互理解を図ります。また、
「総合相談窓口若者サポー
トステーションWith You わ
かやま」の周知に努め、利
用促進を図ります。

サポステ
登録者数

329 人 350 人 232 人 363 人 0 0

子ども・若者支援庁内連絡会議
を継続して行い、庁内での連携
を図っていきます。就労援助に
加え総合相談窓口としての機能
を持つ若者サポートステーショ
ンwithyouとの連携を深め、若者
支援を進めます。

2.継続

142 5-(5)

ひきこもり者
への相談支援
の充実

保健対策課

和歌山県ひきこもり地域支
援センターなどと連携しな
がら、ひきこもり者への相
談支援を充実するととも
に、相談者に適切な専門機
関を紹介します。また、和
歌山市ひきこもりサポート
事業として、ひきこもりに
特化した相談支援について
地域の事業所に委託しひき
こもり支援拠点を設置しま
す。

ひきこも
りに関す
る相談件
数

108 件 － 件
247

(委託先分
289）

件
283

(委託先分
322）

件
０

（委託料
3,000）

０
（委託料
3,000）

ひきこもり支援については、相
談の拠点、また関係機関との連
携や協力が必要であり、今後も
支援の充実に向けた取組を行
う。

2.継続

143 5-(5)

ひきこもり者
へのアウト
リーチによる
相談支援

保健対策課

ひきこもり等への支援にお
いて、必要に応じて家庭へ
の訪問支援を行うことがで
きるよう、方法や体制の整
備に努めます。

ひきこも
り者への
訪問件数

47 件 － 件 48 件 30 件 0 0

ひきこもり支援については、相
談の拠点、また関係機関との連
携や協力が必要であり、今後も
支援の体制整備とともに充実に
向けた取組を行う。

2.継続

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)



（６）若者の就労支援対策の充実　P.７９　施策番号１４４～１４５

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

144 5-(6)
6-(2)

若者への就労
支援の推進

産業政策課

市内企業への理解を深めて
もらえるよう、合同企業説
明会や企業見学会等を開催
し、若者の就労を支援しま
す。

就業支援
事業開催
数

2 回 5 回 6 回 2 回 993 858

オンライン対応等検討しながら
合同企業説明会等を実施するこ
とで、若者の市内企業への就労
を支援する。令和5年度も継続し
て実施していく。

2.継続

「将来の夢
や目標を
持ってい
る」と答え
る児童生徒
の割合

小学校

85.5 % 90 % 80.4 % 79.3 %

「将来の夢
や目標を
持ってい
る」と答え
る児童生徒
の割合

中学校

66.7 % 70 % 100 % 100 %

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

145 5-(6)
キャリア教育
の推進

学校教育課

小学校で、働く人々との交
流や職場（社会）見学を実
施するとともに、中学校で
は、公共施設や企業等と連
携した職業体験活動等を行
い、将来を見据えた勤労
観・職業観を形成し、自ら
の将来に夢や目標を持てる
ような啓発に努めます。

2.継続357 357

　小学校では、社会見学や地域
の探検など、身近なところで働
いている人の話を聞いて、仕事
についての魅力を学んでいる。
中学校では、今年度は新型コロ
ナウイルス感染症のため、職場
体験は実施できなかった。しか
し、総合的な学習の時間等で勤
労観について学習し、将来の仕
事について、学んでいる。
　ただし、新型ウイルスの感染
状況により、訪問よりもゲスト
ティーチャーを招く学習が増え
ている。
　来年度以降、職場体験が実施
できるようなら、実施していく
予定。
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（７）思春期からの健康づくり　P.８０　施策番号１４６～１４９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

保健給食管
理課 100 100 0 0

【実施状況】
心身の発育・発達と健康、性感染症
等の予防に関する知識を身につけ、
生命の尊重や自己及び他者の個性を
尊重するとともに、望ましい人間関
係を構築することを重視し、相互に
関連付けて指導を行った。

【課題】
集団指導では発達段階に応じた指導
を行い、個人差が見られる内容にお
いては個別指導をあわせて実施する
ことが必要である。

【今後の取組方針】
引き続き、性教育の充実を図る。

2.継続

学校教育課 100 100 0 0

小学校体育科及び中学校保健体
育科の中で取り扱っている。少
年センター以外にも、外部団体
にゲストティーチャーを依頼し
て取り組んでいる学校もある。

2.継続

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

146 5-(7)
学校における
性教育の充実

性に関する基礎的・基本的
な内容を児童生徒の発達の
段階に即して正しく理解
し、人間関係や性に関する
諸課題に対して適切な意思
決定や行動選択ができる態
度が養われるよう性教育の
充実を図ります。

小中学校
性教育実
施率

100 % 100 % % %



（７）思春期からの健康づくり　P.８０　施策番号１４６～１４９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

学校教育課

少年セン
ター

保健給食管
理課 73.9 34.8 0 0

【実施状況】
喫煙、飲酒、薬物乱用による健
康や社会への悪影響を理解させ
るための健康教育の充実を図る
とともに薬物乱用防止教育を実
施した。

【課題】
新型コロナウイルス感染症の影
響により、実施率が低下してい
る。

【今後の取組方針】
引き続き、薬物乱用防止教室の
開催の必要性について周知して
いく。

1.充実

147 5-(7)

学校における
喫煙防止、飲
酒防止、薬物
乱用防止教育
の充実

喫煙、飲酒、薬物乱用によ
る健康や社会への悪影響を
理解させるための健康教育
の充実を図るとともに、薬
物乱用防止教育を実施しま
す。

薬物乱用
防止教室
実施率
（小・
中・高
校）

91 % 100 %

１４（少年
センター実
施分）

%

   ７（少年
センター実
施分）

%

コロナウイルス感染防止のた
め、本年度も依頼数が少なく
なっている現状である。市内７
１校（小中高）のうち薬物乱用
防止教室（小学校１校、中学校
４校）からの依頼があり実施し
た。引き続きコロナウイルス感
染拡大防止対策を十分に行い、
依頼のあった学校へ実施してい
く。

2.継続0 0
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68

（７）思春期からの健康づくり　P.８０　施策番号１４６～１４９

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

148 5-(7)

エイズ
(AIDS)、性感
染症(STI)、性
教育出前講座
の開催

保健対策課

性の自己決定及び性感染症
（STI）予防を目的として中
高校生等を対象に思春期講
座を実施します。

出前講座
回数

5 回 7 回 2 回 3 回 1,520 1,965

６月に出前講座を実施。
１校で学校の協力のもと、文化
祭でのパネル展示やパンフレッ
トの配布などを実施した。学校
等に世界エイズデーに合わせて
パンフレットを送付、また公式
Twitterで、エイズに関する情報
を発信し、啓発を実施する。

2.継続

出前講座
回数

10 回 増加 5 回 8 回

出前講座
受講者数

493 人 増加 70 人 116 人

ゲート
キーパー
養成講座
受講者数

220 人 増加 236 人 135 人

149 5-(7)
自殺対策の推
進

保健対策課

地域におけるこころの健康
づくりや相談体制の充実を
図るとともに、ゲートキー
パーの育成に努めます。

0 0

コロナ禍の状況により、出前講
座の申し込みは減少していた
が、zoomの活用等により徐々に
増加してきている。自殺対策の
推進においてゲートキーパー養
成は引き続き重点的に取組む必
要がある。

2.継続



（８）次代の親育成の推進　P.８０　施策番号１５０

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

150 5-(8)

赤ちゃんふれ
あいプロジェ
クト（赤ちゃ
ん教室）

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

児童生徒が親子とふれあう
ことで、命の重み、親に対
する感謝を再認識し、家庭
のあり方、子育ての大切さ
を学ぶ機会を提供します。

小・中学
校実施回
数

1 回

小・中
学校合
わせて

18

回 0 回 0 回 0 78
新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、開催を予定していた
が中止。

2.継続

５　子供・若者の育成支援の充実　P.７２～P.８０

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)
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（１）教育の支援　P.８１～８２　施策番号１５１～１５３（再掲２４、３７、４５、４９、１２７、１２９、１３０、１３１）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

151 6-(1) 学習支援

生活支援課
（策定時）
→生活支援
第２課

生活困窮家庭の子供の学力
の向上を図るため、任意事
業である子供の学習・生活
支援事業の実施について、
前向きに進めていきます。

学習支援
受講者数

30 人 9 人 7 人 2,968 2,968

教育部門等他機関と連携をとり
ながら、引き続き子どもの学習
支援や生活支援（居場所づく
り）を実施します。

2.継続

152 6-(1)
子供の貧困に
関する啓発

子育て支援
課

子供の貧困の信号を早期に
発見し、適切な支援につな
げるためのツールとして、
学校や民生委員等に活用し
てもらうためのリーフレッ
トを作成します。

配布数 － － 部 － 部 0 0

引き続き、リーフレット（作成
数3,000部）を窓口等に設置し、
啓発に努めるともに、子供の貧
困問題に対する最近の情報に注
視し、庁内で情報共有してい
く。

2.継続

153 6-(1)

文化芸術によ
る子供育成総
合事業

学校教育課

子供たちに質の高い文化芸
術を鑑賞・体験する機会の
確保や芸術家による計画
的・継続的なワークショッ
プ等の実施により、子供た
ちの豊かな創造力・想像力
や、思考力、コミュニケー
ション能力などを養いま
す。

実施回数 23 回 － 回 20 回 20 回 0 0

　子供たちに質の高い文化芸術
を鑑賞・体験する機会の確保や
芸術家による計画的・継続的な
ワークショップ等を実施してい
く。

2.継続

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)



（１）教育の支援　P.８１～８２　施策番号１５１～１５３（再掲２４、３７、４５、４９、１２７、１２９、１３０、１３１）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

保健給食管
理課

学校教育課

37 2-(3)
6-(1)

地域とともに
ある学校づく
り（再掲）

学校教育課

各学校がコミュニティ・ス
クールを通して家庭や地域
社会と連携・協働しながら
子供たちの成長を支え「地
域とともにある学校づく
り」を進めます。また、学
校運営に地域の声を積極的
に生かし、地域と一体と
なって特色ある学校づくり
を進めていきます。

学校開放
月間中の
来校者数

46,088 人 55,000 人 21,304 人 26,884 人 529 347

　令和４年度も、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対策のた
め、学校開放は規模を縮小して
行った。今後も各学校がコミュ
ニティ・スクールを通して家庭
や地域社会と連携・協働しなが
ら子供たちの成長を支える「地
域とともにある学校づくり」に
努める。また、学校運営に地域
の声を積極的に生かし、地域と
一体となって特色ある学校づく
りに努める。

2.継続

2624 1-(2)
6-(1)

学校における
食育の推進
（再掲）

学校教育活動全体を通し
て、学校における食育の推
進を図り、食に関わる資
質・能力の育成を目指しま
す。また、食事環境の整
備、献立内容の充実、給食
指導の推進、家庭との連携
の強化等、学校給食のより
一層の充実を図るなど、学
校における食育を推進しま
す。

行事食や
地産地消
の日の給
食の提供
回数

【実施状況】
食事環境の整備、献立内容の充
実、給食指導の推進、家庭との
連携の強化等、学校給食のより
一層の充実を図るなど、学校に
おける食育を推進している。

【課題】学校給食を通じて食育
の一つの手段として地産地消を
推進しているが、「地産地消の
日」の市内産農産物の品目が少
なく、献立に取り入れにくい。
また、予定していた農産物が手
に入らない場合もある。

【今後の取組方針】
今後も継続して食育を推進して
いく。

2.継続23 2326 回 13 回回 26 回
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（１）教育の支援　P.８１～８２　施策番号１５１～１５３（再掲２４、３７、４５、４９、１２７、１２９、１３０、１３１）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

45
2-(4)
6-(1)
6-(4)

就学援助（再
掲）

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

経済的な理由により就学が
困難な児童生徒の保護者に
対し、学用品、給食費、修
学旅行費などの援助を行い
ます。

支給人数 4,298 人 － 人 4,175 人 4,069 人 147,001 180,870

引き続き、就学援助制度の周知
徹底に努め、また、今後も学用
品費等の支給単価を国基準並み
で維持していきたい。

2.継続

保育こども
園課 25,310 件 12,926 件 483,009 486,061

障害者支援
課 370 件 374 件 0 0

教育政策課 件 件

127 5-(3)
6-(1)

特別支援教育
児童生徒指導
事業（再掲）

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

障害のある幼児児童生徒の
適正な就学指導を行いま
す。また就学に関する相談
も実施します。

就学指
導・相談
の実施率

100 % 100 % 100 % 100 % 1,513 1,488

就学指導のパンフレットを作成
しＨＰに掲載したり保健セン
ターに設置した。新入児も併せ
て全体で３９２件の申し込みが
あり、昨年度同様在籍児童・生
徒は学校長ヒアリングを参考に
審議を行ったが、多くの時間を
要した。就学に関する相談の充
実が課題。

2.継続

49 2-(4)
6-(1)

幼児教育・保
育の無償化
（再掲）

幼稚園、保育所、認定こど
も園を利用する３歳から５
歳までの児童及び０歳から
２歳までの住民税非課税世
帯の児童の利用料を無償化
します。認可外保育施設等
を利用する保育の必要性が
あると認定された児童につ
いても、一定の上限月額の
もと、その利用料を無償化
します。また、満３歳に
なって初めての４月１日か
ら就学前の障害児の発達支
援についても、障害児通所
施設の利用料を無償化しま
す。

対象者へ
の実施数

件 － 件

幼児教育・保育の無償化に伴う
施設等利用費の給付や児童発達
支援等の利用者負担の無償化を
引き続き実施します

2.継続



（１）教育の支援　P.８１～８２　施策番号１５１～１５３（再掲２４、３７、４５、４９、１２７、１２９、１３０、１３１）

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

子ども支援
センター

スクール
ソーシャ
ルワー
カー配置
校数

10 校

18
（全中
学校
区）

校
18

（全中学校
区）

校
18

（全中学校
区）

校 11,631 13,014

全中学校区への配置となったこ
とから、小中義務教育学校の全
ての学校に福祉の視点を入れて
の相談体制が整ったが、配置日
数や、タイムリーな相談（直接
支援）に課題がある。

2.継続

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

スクール
カウンセ
ラー
配置校

全小・
中学校
に配置

全小・
中学校
に配置

全小・中学
校に配置

全小・中学
校に配置 0 0

県に対し配置日数や時間の増加
を要望していく。

2.継続

子ども支援
センター

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

131 5-(3)
6-(1)

適応指導教室
による支援
（再掲）

子ども支援
センター

不登校の子供のためのふれ
あい教室を設置し、子供や
保護者への援助、自立に向
けての支援を行います。

教室開室
日数

215 日 － 日 213 日 126 日 13,547 19,314

10月末現在の通級生は87名。
学校復帰のみならず社会的自立
に向けての力を醸成するための
取組の充実を図る。

2.継続

129 5-(3)
6-(1)

学校教育相談
体制の充実
（再掲）

いじめや不登校及び児童生
徒の生活上の課題に適切な
対応ができるよう、学校や
関係機関との連携による支
援体制づくりを推進しま
す。

130 5-(3)
6-(1)

不登校やいじ
めに関する対
策（再掲）

電話や来所による教育相談
を行い、不登校の子供や保
護者、教職員への支援を行
います。また、不登校やい
じめに関する効果的な方策
について検討します。

相談回数 1,591 回 － 回 2,007 回 808 回 2.継続13,254 14,676

子育て不安や不登校についての
相談が例年通り多くを占めてい
る。相談が増えてきているた
め、時間内に予約を入れるのが
難しい状況になってきている。
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番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

154 6-(2)

ひとり親を対
象とした相談
の実施

こども家庭
課

ひとり親家庭の親を対象と
した子供を監護・教育する
ために必要な養育費等につ
いて弁護士による相談を実
施します。

ひとり親
を対象と
した相談
件数

21 件 30 件 38 件 24 件 418 396

依然養育費を受給しているひと
り親家庭が少ないため、関係部
署との連携を図るなど、より一
層制度周知を行い、ひとり親の
養育費確保の促進を図る。

2.継続

子育て支援
課 0 0

　民間団体からの助成金や食材
提供の案内を行った。
　また、子供食堂の本市把握団
体も１５団体に増え、今後、さ
らに子供食堂へのネットワーク
強化や支援の充実を図っていく
必要がある。

2.継続

生涯学習課 0 0

子育て支援課から推薦があった
こども食堂運営団体について、
引き続きコミュニティセンター
使用料の免除を実施していきま
す。

2.継続

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

9
団
体

－
団
体

155 6-(2)

子供食堂（子
供の居場所）
への支援

「子供食堂（子供の居場
所）」の開催状況などの情
報を発信するとともに、運
営に必要な地域資源（食材
や物資など）を提供する団
体等との連携を支援しま
す。また公共施設を利用し
て子供食堂等を開催する運
営団体に対し利用料を減免
し、安心安全な子供食堂が
運営できるよう支援しま
す。

支援団体
数

15
団
体

15
団
体



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

1 1-(1)
6-(2)

子育て世代包
括支援セン
ター事業（再
掲）

地域保健課

市内４保健センター内に子
育て世代包括支援センター
を設置し、妊娠届出の受理
及び母子健康手帳等の交付
を行うとともに、助産師等
の専門職による面接を実施
し、妊産婦及び乳幼児に包
括的な支援を行うことによ
り、妊娠期から子育て期に
わたる切れ目のない支援を
実施します。

相談件数 4,369 件 － 件 5,017 件 2,934 件 15,461 14,198

４保健センター内において、妊
娠届出の受理及び母子手帳の交
付を行っている。窓口及び電話
にて妊娠期から子育て期におけ
る相談対応の充実に努める。

2.継続

3 1-(1)
6-(2)

妊産婦健康診
査（再掲）

地域保健課

妊娠中の健康管理のため、
14 回の妊婦健康診査や超音
波検査、血液検査の費用を
助成するとともに産後うつ
等の予防のため産婦健康診
査費を助成します。また、
妊娠届出時に、妊産婦健康
診査の受診を勧奨します。

受診率 97.4 % 100 % 96.2 % 99 % 312,562 328,816

現在の公費負担回数を維持する
とともに、公費負担の対象検査
を拡大するなど健診内容充実に
努めていく。
令和２年度より分娩前妊婦の
PCR検査あり。

2.継続

4 1-(1)
6-(2)

助産施設入所
事業の実施
（再掲）

こども総合
支援セン
ター

経済的な理由等により助産
を受けられない妊産婦に対
し、助産施設での入院・出
産を支援します。

入所者数 11 人 － 8 人 5 人 3,356 7,555

経済的な理由等により助産を受
けられない妊産婦に対し、助産
施設での入院・出産を支援しま
す。

2.継続

75



76

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

実施件数
（ショー
トステ
イ）

11 件 － 件 11 件 12 件 785 1,154

実施件数
（ディ
サービス
型）R4年
度から

件 件 件 18 件 760

実施件数
（訪問）

222 件 － 件 180 件 103 件 392 560

こんにち
は赤ちゃ
ん事業訪
問率

70.3 % 80.0 % 55 % 62.4 %

新生児訪
問数

654 件 － 件 528 件 271 件

・令和4年度から宿泊型以外にデ
イサービス型を開始し、対象者
を産後1年未満までに拡大。（デ
イの対象も同様）

・訪問については、産婦健診に
より把握した訪問が必要な産婦
に対して実施。引き続き実施し
ていく。

1.充実6 1-(1)
6-(2)

産後ケア事業
（再掲）

地域保健課

家族等から産後の支援が得
られない退院直後の母子に
対し、産婦人科医療機関等
にてショートステイの実施
や産婦健診結果で支援が必
要と思われる産婦に対し、
助産師、保健師が訪問支援
を行い、産後の身体的、精
神的ケアや育児に関する保
健指導を実施し、子供を産
み育てやすい体制を整えま
す。

こんにちは赤ちゃん事業は4か月
までの乳児のいる家庭を訪問員
が訪問。新型コロナの影響もあ
り、訪問を辞退する家庭もある
が、訪問のニーズがない家庭や
拒否の家庭には、電話連絡によ
り状況確認を行っている。（令
和3年度訪問の訪問実績は55％
だが、電話で状況確認できた家
庭を含めると、把握率は
92.5％）

2.継続9,549 10,4447 1-(1)
6-(2)

こんにちは赤
ちゃん事業・
新生児訪問指
導（再掲）

地域保健課

助産師等の訪問員が、乳児
がいる家庭を訪問し、育児
や産後の生活などの相談に
応じるとともに、子育て支
援に関する必要な情報提供
を行います。また、希望者
に対し、助産師による新生
児訪問指導を行います。



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

11 1-(1)
6-(2)

育児支援事業
（再掲）

地域保健課

乳幼児を持つ保護者を対象
に、育児について学ぶ場を
つくり、情報提供などによ
り、育児不安の軽減を図る
とともに、地域の仲間づく
りの機会を創出します。子
育てに関する不安や悩みを
抱えている保護者に対し、
相談を通じて子育ての支援
を行います。

実施回数 127 回 150 回 12 回 18 回 46 128

新型コロナウイルス感染症の影
響で中止していたが、R4年度か
らは同感染症拡大状況を勘案し
ながら保健センターにおいて実
施再開している。
子育て支援センターや地域から
の依頼による育児支援は継続実
施している。

2.継続

13 1-(1)
6-(2)

妊産婦・乳幼
児の訪問指導
（再掲）

地域保健課

母子の健やかな心身の育成
のため、必要に応じて妊産
婦や乳幼児が生活している
場に出向き、相談及び助言
を行います。

延べ訪問
件数

1,718 件 － 件 1,647 件 716 件 0 0
個別での支援が必要な妊産婦や
乳幼児に対して、引き続き訪問
指導を行う。

2.継続

77



78

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

地域保健課
実訪問世
帯数

440
世
帯

－
世
帯

463
世
帯

294
世
帯

0 0

養育支援が必要な家庭に保健師
が訪問等を実施。多問題を抱え
る支援困難ケースも増加してお
り、他機関と連携しながら支援
を継続していく。

3.見直
し(検
討)

こども総合
支援セン
ター

実訪問世
帯数

673
世
帯

－
世
帯

944
世
帯

676
世
帯

730 1,822

乳児家庭全戸訪問事業等におい
て、養育支援が必要と判断され
た家庭に対し、関係機関と連携
を図りながら、育児不安の軽減
及び児童虐待発生予防のために
家庭訪問等による支援を行いま
す。また、保護者の病気や障害
などにより養育が困難な家庭に
対し、子育てをサポートするヘ
ルパーを派遣します。

2.継続

栄養相
談・栄養
指導者数

11,547 人 － 人 1,341 人 969 人

乳幼児健
診での情
報提供実
施回数

323 回 324 回 324 回 224 回

両親教
室・妊婦
教室実施
回数

27 回 27 回 0 回 0 回

妊産婦、乳幼
児の食育の推
進（再掲）

地域保健課

栄養士による相談・指導
を、乳幼児健康診査事業、
離乳食講習会、育児支援事
業、妊婦教室等において行
うことで、家庭での食事を
通じた健康づくりの支援を
行います。また、それらの
機会に望ましい食生活に関
する資料・情報の提供を行
います。

14
1-(1)
4-(4)
6-(2)

養育支援訪問
事業の充実
（再掲）

乳児家庭全戸訪問事業等に
おいて、養育支援が必要と
判断された家庭に対し、関
係機関と連携を図りなが
ら、育児不安の軽減及び児
童虐待発生予防のために家
庭訪問等による支援を行い
ます。また、保護者の病気
や障害などにより養育が困
難な家庭に対し、子育てを
サポートするヘルパーを派
遣します。

新型コロナウイルス感染症の影
響でR2年度から中止していた事
業もあるが、R4年度からは同感
染症の状況を勘案しながら再開
している。乳幼児健康診査等の
機会を通して、食生活に関する
情報の提供を引き続き行う。

2.継続0 022 1-(2)
6-(2)



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

28
2-(1)
5-(1)
6-(2)

子ども家庭総
合支援拠点の
設置（再掲）

こども総合
支援セン
ター

こども総合支援センター内
に設置し、地域の子供とそ
の家庭を対象に、より専門
的な相談対応や訪問等によ
るソーシャルワークを行い
ます。寄り添い型の支援
で、虐待対応のみでなく、
様々な相談に応じ、身近な
相談が気軽にできる相談体
制を構築します。また、虐
待の未然防止や早期対応に
努めます。

相談件数 - 件 － 件 10,783 件 5,792 件 7,694 14,752

地域の子供とその家庭を対象
に、より専門的な相談対応や訪
問等によるソーシャルワークを
行います。寄り添い型の支援
で、虐待対応のみでなく、様々
な相談に応じ、身近な相談が気
軽にできる相談体制を構築し、
虐待の未然防止や早期対応に努
めます。

2.継続

71 3-(3)
6-(2)

家庭支援推進
保育事業の充
実（再掲）

保育こども
園課

日常生活における基本的な
習慣や家庭環境に対する配
慮など、保育を行う上で特
に配慮が必要とされる児童
に対して保育にあたるとと
もに、家庭訪問を行うなど
家庭に対する指導等につい
て充実を図ります。

研修会開
催回数

4 回 4 回 3 回 2 回 0 0

定期的に研修会等を開催するこ
とで、日常生活における基本的
な習慣や家庭環境に対する配
慮、保育を行う上での配慮な
ど、参加者による情報交換を行
いながら家庭支援の充実を図
る。

2.継続

79



80

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

73 3-(3)
6-(2)

放課後児童ク
ラブ(若竹学
級等)の充実
（再掲）

青少年課

小学校に就学している、昼
間保護者が家庭にいない児
童を学校の放課後に預か
り、健全に充実した生活が
送れるよう、遊びの指導や
生活指導などを行う放課後
児童クラブ（若竹学級等）
を充実し、仕事と子育ての
両立を支援するために、開
設時間の延長や利用希望者
すべての受入れを目指しま
す。

放課後児
童クラブ
数

100
か
所

129
か
所

106
か
所

106
か
所

653,457 550,208

令和4年度は１学級の増設と１学
級の閉鎖により、学級数は前年
と変更ありません。令和２年度
から民間委託することで、午後
５時以降は複数の学級を１つに
まとめるなど、柔軟な学級運営
を行っています。また、真に利
用が必要な希望者のため、こま
めに定員調整を行っていきま
す。

2.継続

こども総合
支援セン
ター

人 人 12,017 3,696

子供とその家庭の相談支援機関
との連携を強化し、要支援者の
状況に応じて的確に対応できる
体制づくりを推進します。

2.継続

こども家庭
課 人 人 0 142

コロナウイルス感染症流行のた
め教室開催出来ず令和４年度未
実施

2.継続

保育こども
園課 人 人 0 0

関係機関と連携し、より一層保
育施設での相談機能を高めてい
く。

2.継続

75 3-(4)
6-(2)

子育てに関す
る相談体制の
強化とネット
ワークの構築
（再掲）

子供・家庭の相談支援にあ
たる機関との連携を強化
し、個々の相談者に的確に
対応できる体制づくりを推
進します。また、地域の子
育てグループや子育て支援
団体などの活動状況の把握
に努め、地域での子育てグ
ループのネットワーク化を
図ります。

延べ相談
者数

6,947 人 － 10,783 5,792



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

78
4-(1)
6-(2)
6-(4)

母子及び父子
並びに寡婦福
祉資金の貸付
（再掲）

こども家庭
課

母子家庭の母、父子家庭の
父及び寡婦が扶養する児童
等の修学に必要な資金等、
経済的自立や福祉増進のた
めに必要な資金の貸付を行
います。

貸付者数 169 人 － 人 87 人 68 人 53,818 247,251

日本学生支援機構の給付型奨学
金制度の拡充など、その他支援
が充実されたため貸付件数が減
少。

2.継続

79 4-(1)
6-(2)

母子生活支援
施設の運営
（再掲）

こども総合
支援セン
ター

自立が困難など、保護の必
要性が認められる母子を保
護し、自立に向けての支援
を行います。

延べ入所
世帯数

196
世
帯 －

175
世
帯

102
世
帯

66,885 78,347
自立が困難など、保護の必要性
が認められる母子を保護し、自
立に向けての支援を行います。

2.継続

開講数 3 回 3 回 0 回 0 回

参加人数 113 人 50 人 0 人 0 人

80 4-(1)
6-(2)

ひとり親家庭
情報交換（再
掲）

こども家庭
課

ひとり親家庭の情報交換を
行うとともに、お互いに悩
みを打ち明け相談し、支え
合う場として定期的に、文
化サークル等講座を開講
し、ひとり親家庭等の福祉
の向上を図ります。

新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点によりR4年度実施出来
ず。今後は感染拡大の状況をみ
つつ開催の可否を判断する。

2.継続0 142

81



82

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

研修講座
修了者数

26 人 20 人 13 人 0 人

開催回数 2 回 1 回 1 回 1 回

プログラ
ム策定件
数

0 件 5 件 2 件 1 件

84 4-(1)
6-(2)

ひとり親家庭
に対する日常
生活の支援
（再掲）

こども家庭
課

自立のための活動や病気な
どの事由で日常生活に支障
があるとき、一時的に生活
支援員を派遣して必要な家
事や保育の援助を行い、ひ
とり親家庭等の福祉の向上
を図ります。

延べ利用
世帯数

4
世
帯

－
世
帯

2
世
帯

2
世
帯

85 125

一回の利用時間が長い利用が増
加傾向。今後も支援を必要とす
るひとり親への制度周知を進め
ていく。

2.継続

88 4-(2)
6-(2)

障害のある児
童の放課後児
童クラブへの
受入れ（再
掲）

青少年課

障害のある児童について、
利用の希望がある場合は、
受入れるための支援員の加
配や研修の実施等により、
可能な限り受入れに努めま
す。

受入れク
ラブ数

44
か
所

48
か
所

51
か
所

51
か
所

0 0

障害のある児童を受け入れるた
め、委託事業者は、必要に応じ
て支援員を追加配置していま
す。
また、障害に深い理解のある特
別支援アドバイザー及び小学校
長経験者であるコーディネー
ターを事務局に配置し、障害の
ある児童の受け入れを行う若竹
学級への訪問、指導を行ってい
ます。

2.継続

82
4-(1)
6-(2)
6-(3)

ひとり親家庭
の親の就業・
自立支援の充
実（再掲）

こども家庭
課

ひとり親家庭の母、又は父
等の就業・自立を促進する
ために、就業支援講習会事
業や母子・父子自立支援プ
ログラム策定事業を実施し
ます。

2.継続767 839

就業支援講習会は途中で辞退し
てしまう人が数名いるが、やる
気のある方も多く自立促進に役
立つ内容である。プログラム策
定事業は策定まで至らずとも、
様々な内容の相談があるため、
引き続きハローワークなどと連
携して進めていく。



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（２）生活の支援　P.８３～８７　施策番号１５４～１５５
（再掲１、３、４、６、７、１１、１３、１４、２２、２８、７１、７３、７５、７８、７９、８０、８２、８４、８８、１２３、１４４）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

123 5-(3)
6-(2)

子供の居場所
づくり（再
掲）

生涯学習課

学校・家庭・地域社会が連
携して、子供の「生きる
力」を育成するために、休
業土曜日の午前時間を活用
し、学校施設の開放、学校
支援ボランティアなど地域
の教育力の活用を図りま
す。

小学校区
子どもセ
ンター開
設率

100 % 100 % 82.3 % 90.2 % 4,633 7,140

・校区子どもセンター事業は、
地域のボランティア等に支えら
れて活動をしています。セン
ターごとの運営に必要な情報を
共有するため、情報交換会を年1
回をめどに実施しています。令
和４年度も感染レベルが依然と
して高い中、１００％当初の計
画とおり実施は困難と思われま
すが、必要な対策を講じ、可能
な限り、「体験活動」「土曜教
室」「学校開放」を実施してい
きます。

2.継続

144 5-(6)
6-(2)

若者への就労
支援の推進
（再掲）

産業政策課

市内企業への理解を深めて
もらえるよう、合同企業説
明会や企業見学会等を開催
し、若者の就労を支援しま
す。

就業支援
事業開催
数

2 回 5 回 6 回 2 回 993 858

オンライン対応等検討しながら
合同企業説明会等を実施するこ
とで、若者の市内企業への就労
を支援する。令和5年度も継続し
て実施していく。

2.継続

83



84

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

156 6-(3)
生活困窮者自
立支援事業

生活支援課
（策定時）
→生活支援
第２課

生活困窮者自立支援法に基
づき、自立相談支援事業や
就労準備支援事業等を実施
します。

延べ相談
件数

1,662 件 1,800 件 2,402 件 426 件 26,779 34,729
他機関等とも連携をとりながら、引
き続き生活困窮者の自立等が円
滑に進むよう支援する

2.継続

27 2-(1)
6-(3)

短期入所生活
援助事業
（ショートス
テイ）の充実
（再掲）

こども総合
支援セン
ター

保護者が病気、出産、介護
などで一時的に養育が困難
になったとき、子供を児童
福祉施設等で一時的に預か
り、生活を援助するショー
トステイ事業を実施しま
す。

延べ利用
人数

226 人 300 人 175 人 71 人 2,637 3,646

保護者が病気、出産、介護など
で一時的に養育が困難になった
とき、子供を児童福祉施設等で
一時的に預かり、生活を援助す
るショートステイ事業を実施し
ます。

2.継続

男女共生推
進課

講座開催
回数

1 回 2 回 1 回 0 回 0 11
女性の再就職や能力開発、技能
取得に関する講座を開催する。

2.継続

産業政策課 啓発回数 2 回 2 回 4 回 2 回 0 0

女性求職者を対象とした就職
フェアを開催するとともに、他
機関とも連携しながら、女性の
就職支援の充実を図る。令和5年
度も継続して実施していく。

2.継続

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（３）保護者の就労の支援　P.８８～８９　施策番号１５６（再掲２７、５６、５８、５９、８１、８２、８３、８６）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

56 2-(6)
6-(3)

女性の就労の
機会と場の拡
大（再掲）

女性の再就職や能力開発・
起業を目指す人への支援に
努めます。



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（３）保護者の就労の支援　P.８８～８９　施策番号１５６（再掲２７、５６、５８、５９、８１、８２、８３、８６）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

58 2-(6)
6-(3)

求人情報等の
提供（再掲）

産業政策課

ハローワーク発行の「ハ
ローワーク求人情報」等を
活用して、求職者に対して
情報提供の充実を図りま
す。

情報提供
回数

50 回 50 回 50 回 28 回 0 0

ハローワークから提供される求
人情報を労働相談業務などで活
用することにより、求職者に対
して情報提供の充実を図る。令
和５年度も継続して実施してい
く。

2.継続

59 2-(6)
6-(3)

転職・再就職
の支援（再
掲）

産業政策課

転職や再就職が円滑に進む
ように、各関係機関等と連
携しながら支援に努めま
す。

啓発回数 1 回 2 回 3 回 2 回 0 0

他機関とも連携しながら、転職
や再就職が円滑に進むように支
援に努める。令和5年度も継続し
て実施していく。

2.継続

81 4-(1)
6-(3)

母子・父子相
談（再掲）

こども家庭
課

母子・父子自立支援員が就
業や生活に関する相談に応
じ、助言指導や関係機関の
紹介などを行います。

延べ相談
件数

293 件 300 件 342 件 142 件 2,266 2,553

就業や子の就学に関する相談、
助言を行っているが、様々な内
容の相談があるため今後も各担
当課やハローワークとの連携が
必要。

2.継続

研修講座
修了者数

26 人 20 人 13 人 0 人

開催回数 2 回 1 回 1 回 1 回

プログラ
ム策定件
数

0 件 5 件 2 件 1 件

767 83982
4-(1)
6-(2)
6-(3)

ひとり親家庭
の親の就業・
自立支援の充
実（再掲）

こども家庭
課

ひとり親家庭の母、又は父
等の就業・自立を促進する
ために、就業支援講習会事
業や母子・父子自立支援プ
ログラム策定事業を実施し
ます。

就業支援講習会は途中で辞退し
てしまう人が数名いるが、やる
気のある方も多く自立促進に役
立つ内容である。プログラム策
定事業は策定まで至らずとも、
様々な内容の相談があるため、
引き続きハローワークなどと連
携して進めていく。

2.継続

85



86

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（３）保護者の就労の支援　P.８８～８９　施策番号１５６（再掲２７、５６、５８、５９、８１、８２、８３、８６）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

83 4-(1)
6-(3)

夜間養護等事
業の充実（ト
ワイライトス
テイ）（再
掲）

こども総合
支援セン
ター

保護者が仕事により夜間や
休日に家庭で子供を養育で
きない場合、子供を預か
り、食事等の提供を行いま
す。

延べ利用
人数

175 人 150 人 179 人 2 人 401 385

保護者が仕事により夜間や休日
に家庭で子供を養育できない場
合、子供を児童福祉施設等で子
供を預かり、食事等の提供を行
います。

2.継続

（高等職
業訓練促
進給付金
等事業）
給付件
数・自立
した数

23
・
6

件
・
人

30
・
15

件
・
人

44
・
9

件
・
人

31
・
0

件
・
人

49,492

（自立支
援教育訓
練給付金
事業）
給付件
数・自立
した数

10
・
10

件
・
人

5
・
5

件
・
人

6
・
6

件
・
人

4
・
4

件
・
人

307

56,12886 4-(1)
6-(3)

自立支援給付
金事業（再
掲）

こども家庭
課

高等職業訓練促進給付金及
び修了支援給付金として、
ひとり親家庭の母、又は父
が就職に必要な資格（対象
資格は看護師、介護福祉
士、保育士、理学療法士、
作業療法士、歯科衛生士等
12資格）を取得するために
１年以上養成機関で修業す
る場合、修業期間中、４年
間を上限として生活費の補
てんのための給付金を支給
します。また、自立支援教
育訓練給付金として、市が
指定する教育訓練講座の受
講後、費用の一部を支給し
ます。

高等職業訓練促進給付金の受給
者が増加傾向にあり、制度が周
知されてきたといえるが、ひと
り親家庭の自立支援として制度
の周知に取り組む。

2.継続



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

41 2-(4)
6-(4)

児童手当の支
給（再掲）

こども家庭
課

中学生修了前までの子供を
養育されている人に手当を
支給します。

支給件数 25,093 件 ― 件 23,791 件 21,818 件 4,999,393 4,948,968

令和４年度は①現況届の廃止や②所
得上限額の創設といった制度改正を
実施した。
①については、受給者からの届けが
ない状態で受給資格を更新すること
になるため、変更事項の把握漏れを
なくす取組が重要となる。
②については、受給者の所得が所得
上限額を超過する場合、受給資格が
消滅することとなる。翌年以降、所
得が上限額を下回った場合、再度申
請が必要となるため、手続きに関す
る周知・案内を徹底する必要があ
る。
また、従来からの課題である、申請
遅れにより手当の受給開始月が遅れ
るケースをなくすため、引き続き、
制度の周知・案内を徹底していく。

2.継続

42 2-(4)
6-(4)

こども医療費
助成（再掲）

こども家庭
課

中学校卒業までの子供等を
対象に、保険診療の自己負
担額を助成します。（所得
制限あり）

助成件数 570,953 件 ― 件 509,690 件 261,637 件 1,094,480 1,333,965

令和５年８月より対象年齢拡充
予定（１８歳年度末まで引き上
げ）のため、制度の内容および
医療機関の適正受診を広報して
いきます。

1.充実

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（４）経済的支援　P.９０～９１　施策番号（再掲４１、４２、４４、４５、４６、４８、７６、７７、７８、８５、９２）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

87



88

番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（４）経済的支援　P.９０～９１　施策番号（再掲４１、４２、４４、４５、４６、４８、７６、７７、７８、８５、９２）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

保育こども
園課 333 人 454 人 56,416 62,766

多子世帯の経済的負担を軽減す
るため、今後も継続して事業を
実施していく。

2.継続

子育て支援
課 92 人 27 人 683 900

申請数に関して、前年度の同時
期と比較すると減少傾向にある
が、本事業の目的である「経済
的負担の軽減を図り、安心して
子どもを生み育てられる環境づ
くりを推進する」という趣旨を
踏まえ、今後も継続して行って
いく必要がある。
引き続き窓口や広報、園を通し
た周知の徹底をはかっていく。

2.継続

こども家庭
課 512 人 42 人 42,868 50,825

和歌山県の事業であり、令和4年
度も引き続き実施している。
単年度事業であるため、毎年３
月が申請期限となるが、制度
上、大半の方が３月の１ヶ月間
だけが申請期間となる。そのた
め、申請漏れがないよう、制度
の周知・案内を徹底していく。

2.継続

障害者支援
課 98 人 45 人 374 939

同一世帯に児童が２人以上いる
世帯の未就学児を対象に、世帯
の所得や兄・姉の数に応じて、
児童発達支援等の利用者負担額
の軽減を今後も継続して実施し
ます。

2.継続

4,237 人 － 人44 2-(4)
6-(4)

子育て中の多
子世帯に対す
る経済的支援
（再掲）

多子世帯の経済的負担を軽
減するため、教育・保育施
設等において保育料を、第
２子は一定の所得制限のも
とで無償、第３子目以降は
所得に関係なく無償としま
す。また、一時預かり事
業、ファミリー・サポート
事業等の利用料を助成しま
す。
在宅育児支援事業として生
後２か月を超え、満１歳に
満たない多子世帯の乳児を
家庭で養育する方に対して
助成します。

対象者へ
の実施数



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（４）経済的支援　P.９０～９１　施策番号（再掲４１、４２、４４、４５、４６、４８、７６、７７、７８、８５、９２）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

45
2-(4)
6-(1)
6-(4)

就学援助（再
掲）

学校教育課
（策定時）
→学校支援
課

経済的な理由により就学が
困難な児童生徒の保護者に
対し、学用品、給食費、修
学旅行費などの援助を行い
ます。

支給人数 4,298 人 － 人 4,175 人 4,069 人 147,001 180,870

引き続き、就学援助制度の周知
徹底に努め、また、今後も学用
品費等の支給単価を国基準並み
で維持していきたい。

2.継続

46 2-(4)
6-(4)

実費徴収に係
る補足給付を
行う事業（再
掲）

保育こども
園課

新制度未移行幼稚園を利用
する低所得世帯や多子世帯
について、給食費として実
費徴収している費用のう
ち、副食費の助成を実施し
ます。

支給人数 人 － 人 228 人
不明（年
度末集計
のため）

人 5,262 6,350

未移行幼稚園を利用する低所得
世帯や多子世帯に対する副食費
の助成を引き続き実施していき
ます。

2.継続

48
2-(4)
4-(1)
6-(4)

ひとり親家庭
の高卒資格取
得支援（再
掲）

こども家庭
課

ひとり親家庭の親及び扶養
する子が、高卒認定試験の
対策講座を受講修了した場
合に、受講修了時給付金を
支給します。受講修了時給
付金を受けた方が２年以内
に高卒認定試験の全科目に
合格した場合に、合格時給
付金を支給します。

給付数 0 件 － 件 0 件 0 件 0 200

事前相談や事前申請はあるもの
の、給付申請まで至らない案件
が多い。今後一層制度周知に取
り組んでいく。

2.継続

76 4-(1)
6-(4)

ひとり親家庭
等医療費助成
（再掲）

こども家庭
課

ひとり親家庭の母、又は
父、児童（18歳に達する日
以後の最初の３月31日まで
の間にある人）等を対象
に、保険診療の自己負担額
を助成します。

助成件数 140,000 件 － 件 125,251 件 62,975 件 355,474 386,615

新型コロナウイルスの影響によ
り、助成件数は令和２年度減少
するも翌年度以降増加し、従来
の件数と同程度。
医療機関への適正な受診の周知
が継続課題。

2.継続

89
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番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（４）経済的支援　P.９０～９１　施策番号（再掲４１、４２、４４、４５、４６、４８、７６、７７、７８、８５、９２）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

77 4-(1)
6-(4)

児童扶養手当
の支給（再
掲）

こども家庭
課

児童扶養手当法に基づき、
児童（18歳に達する日以後
の最初の３月31 日までの間
にある人、又は20 歳未満で
一定の障害のある人）を監
護しているひとり親家庭等
の生活の安定と自立を助け
るために手当を支給しま
す。

支給世帯 4,028
世
帯

－
世
帯

3,667
世
帯

3,464
世
帯

1,846,764 1,866,019

地方自治法第2条第9項及び第10
項に規定する第1号法定受託事務
に該当し、児童扶養手当法又は
これに基づく政令及び省令によ
り地方自治体が処理するもので
あるため、今後も適正な実施に
努め取組むものとする。

2.継続

78
4-(1)
6-(2)
6-(4)

母子及び父子
並びに寡婦福
祉資金の貸付
（再掲）

こども家庭
課

母子家庭の母、父子家庭の
父及び寡婦が扶養する児童
等の修学に必要な資金等、
経済的自立や福祉増進のた
めに必要な資金の貸付を行
います。

貸付者数 169 人 － 人 87 人 68 人 53,818 247,251

日本学生支援機構の給付型奨学
金制度の拡充など、その他支援
が充実されたため貸付件数が減
少。

2.継続

85 4-(1)
6-(4)

母子家庭等福
祉手当（再
掲）

こども家庭
課

児童扶養手当の受給対象と
なりうる世帯のうち、親が
障害年金を受給している
か、又は子が親の受給して
いる障害年金の加算対象に
なっているため、児童扶養
手当を受給できない世帯に
対して、その差額を支給し
ます。

給付件数 6 件 － 件 － 件 － 件 0 0

これまで、障害基礎年金等を受
給している者は、障害基礎年金
等の額が児童扶養手当の額を上
回る場合、児童扶養手当を受給
できなかったが、令和3年3月分
の手当以降は、児童扶養手当の
額が障害年金の子の加算額を上
回る場合、その差額を児童扶養
手当として受給できるように
なったことにより、同手当が不
要となるため令和2年度をもって
事業を終了した

4.完了
(廃止)



番号 体系 施策名 担当課 内容 指標項目
令和３年度

決算額
（千円）

令和４年度
予算額

（千円）

令和4年度の実施状況と課題、
今後の取組方針等

今後の
方向性

６　子供の貧困対策の充実　P.８１～P.９１

（４）経済的支援　P.９０～９１　施策番号（再掲４１、４２、４４、４５、４６、４８、７６、７７、７８、８５、９２）

平成30年度
実績

（現状値）

令和6年度
目標値

（計画策定
時）

令和３年度
実績

令和４年度
実績

(令和４年10月末
現在)

92 4-(2)
6-(4)

特別児童扶養
手当の支給
（再掲）

障害者支援
課

日常生活において介護を要
する在宅の20歳未満の児
童、その父、若しくは母等
に対し、手当を支給しま
す。

支給者数 925 人 － 人 1,011 人 1,048 人

0
（市の歳
出として

支出な
し）

0
（市の歳
出として

支出な
し）

引き続き、介護を要する児童の
保護者等に手当を支給します。

2.継続
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